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岡山大学教育学部家政教育講座における
「中等家庭科内容論」の実践と「教科内容構成力」の育成
─ 教科教育と教科内容の統合を目指す家庭科カリキュラム構築の試み ─
岡山大学教育学部家政教育講座
（佐藤　　園　・　河田　哲典　・　李　　璟媛　・　関川　　華　・　篠原　陽子）
　岡山大学教育学部家政教育講座では，教科教育と教科内容の統合を目指す教員養成家庭科
カリキュラムを構築し，平成22年度から実践してきた。本報告では，平成26年度から検討
を開始した家庭科カリキュラムにおける「教科内容構成力」育成の取組と，平成27・28年度
に実施した「中等家庭科内容論」の授業内容と「教科内容構成力」の育成について検討した。
Keywords：教員養成，コア・カリキュラム，教科教育，教科内容，家庭科
Ⅰ．はじめに－問題の本質と研究の目的－
１．今日の教員養成教育の課題
　中央教育審議会は，平成27年12月に答申「これ
からの学校教育を担う教員の資質能力の向上につい
て１）」を公刊した。従来，わが国の教員養成では，
教員として不易な「実践的指導力」の育成が求めら
れ，特にその中心となる「教科内容構成力（教科の
目標に合わせ授業を計画・実施・評価する一連の授
業構想・展開力）」の育成とそれを可能にする「教
科教育と教科専門を架橋した研究領域の確立」が課
題とされてきた。それに加え，教師自身が時代・社会・
環境の変化を的確に捉え，適切な学びを提供できる
探究心・学び続ける力，カリキュラム・マネジメン
トやアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善
力等が求められるとして，改革の方向性が示された。
　その中で，教員養成の教職課程改革として，新た
な教育課題やアクティブ・ラーニング等に対応した
「教科内容構成力」を核とする免許法の見直し案が
示され，平成30年度には，改正免許法に基づく教
員養成大学・学部の再課程認定が求められている。
２．岡山大学教育学部における取組
　この課題に対して岡山大学教育学部（以下，本学
部と称す）では，ミッションの再定義により，次の
（１）（２）を実現する教育課程により，実践的指導
力を有する教員養成を目的として掲げた。
（１ ）実践的な能力の育成を目指すコア・カリキュ
ラムの構築と実施２）
　本学部では，平成18年度に，①学習指導力，②
生活指導力，③コーディネート力，④マネジメント
力の４つの教育実践力を身に付けた創造的かつ反省
的な教員養成を目的として，「実地教育」を核とし
たコア・カリキュラムを構築した。このカリキュラ
ムにおいて，従来，実施されていた全ての科目は再
編を求められた。中学校教員養成における「教科に
関する科目」では，在り方懇の指摘を踏まえ，図１
の教科Ⅰ～Ⅳにその内容を区分し，中学校教科専門
科目を構造化することが求められた。
（２ ）教科及び教職に関する科目を有機的に結びつ
けた体系的な教育課程の開発と実践３）
　この課題に関しては，平成23 ～ 27年度文部科学
省特別経費による「先進的教員養成プロジェクト」
の一つとして，教科構成学開発事業部会を中心に取
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　教材研究は，スポーツ科学諸領域の研究（最下層）
と子どもの心身の発達の研究（中間層）を基盤とし
た運動内容，学習内容，指導方法の研究である。そ
ういう意味で，教員が運動・スポーツ活動，身体表
現の実技をすることだけでは教材研究とは呼べな
い。研究する単元で取り上げる運動・スポーツ活動，
身体表現そのものが，文化的・社会的にどう構成さ
れるものか，あるいは物理的・生理的にどのような
メカニズムを有しているのか，ということを研究す
るとともに，当該運動が子どもの心身の発達上，ど
ういった形で展開されうるのか，あるいは展開され
るべきなのか，ということを研究することが必要に
なるだろう。
　教材開発においては，スポーツ科学諸領域の知見
の活用（最下層）と子どもの心身の発達の理解（中
間層）が求められる。これらに依拠しない運動・ス
ポーツ活動，身体表現の内容（つまり，子どもたち
にどんな身体活動をさせるかということ）のデザイ
ンは，文化的に無価値で，心身の発達の観点で適時
的ではないものになるリスクを抱えている。ある単
元で取り上げる運動・スポーツ活動，身体表現に新
しいルールや構造を開発しようとするとき，それが
運動・スポーツ・身体表現に対して文化的・社会的
にどういった意味を持つのか，あるいは物理的・生
理的にどういった機能が発揮されるのか，というこ
とを考える必要があるだろう。
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を参考にしているが，児童期は岩田（2003）による。
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組が進められた。部会では，図１に示すように「教
科内容構成開発」の主たる課題を捉え，それをプロ
セス①と②の２段階に分けて考えることとした。さ
らに，これらのプロセスを（１）で示したコア・カ
リキュラム全体を通して指導するために，「教科教
育・教科専門・教育実習の授業科目の連携・統合」
を目指し，教科内容構成ハンドブックや教科書の作
成等から，各授業の内容やあり方を考える取組を行
い，平成26年度には受講生に教科内容構成力に関
するアンケート調査を実施し，実際の授業での教科
内容構成力育成の検討を開始した。
３．本報の目的
　この中で，家政教育講座においても，教科教育・
教科内容・教育実習との関連を図る家庭科カリキュ
ラムの構築を試み，平成22年度から実施してきた。
本報告では，家政教育講座で構築した家庭科カリ
キュラムの概要と全てのカリキュラムの導入として
位置づけた教科Ⅰ「中等家庭科内容論」の実施内容
と「教科内容構成力」の育成について検討したい。
Ⅱ ．家政教育講座における教員養成家庭科コア・カ
リキュラムの開発４）
１．開発の経緯
（１）教科Ⅰの導入と家庭科教員養成の問題
　家政教育講座（以下，「本講座」と称す）では，
平成18年度から，専任教員のいる教科専門に教科Ⅰ・
Ⅲを導入した。当時は，１年前期に概論，１年後期
に内容論を位置づけ，各担当教員の解釈で，家政教
育専修生を対象に授業を実施していた。
　しかし，年度進行と共に，以下の２つの問題が生
じた。
　①学生が１年前期の概論の内容を理解し難い
　② 学生が平成21年度岡山県中・高等学校家庭科
採用試験２次試験不合格，平成22年度には岡
山県内の私学２大学の家政学部学生は現役合格
したが，本講座の学生は不合格
　特に②は，本講座が岡山県下で中・高等学校家庭
科教員養成を行う意義を問われる重大な問題であっ
た。
（２）教員養成カリキュラムの考え方の転換
　講座では，この問題の原因究明を行い，これまで
は，「それぞれ独立して行ってきた教科教育，教科
専門，教育実習，卒業研究を，学生が全て統合し，
採用試験に向かったカリキュラム」を，「小・中・
高等学校の家庭科との関連も図りながら統合するカ
４
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（教科Ⅲ）
教職実践演習
教職実践インターンシップ
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指導法B 概論
（教科Ⅱ）
内容論
（教科Ⅰ）
指導法Ａ
教科教育科目 教育実習 教科専門科目
（指導法） （教科内容）
各論
（教科Ⅳ）
教育実習Ⅰ
（観察・参観実習）
教育実習Ⅱ
（中学校教育実習
基礎研究）
教育実習Ⅲ
（附属中学校実習）
科目の特質 教科の教育内容概論 選・必の別 必修
中学校学習指導要領に規定されている教科の指導・学習内容を
概観し、構造的に整理するとともに、その教科内容を指導する際に
必要な知識や理論、実験等の技能の基礎基本について指導する。
科目の特質 教科内容開発論 選・必の別 選択必修
教育実習や体験的授業科目などでの学生の授業実践と結びつけ
て、より実践的な教育内容研究を行ったり、今日求められる新しい
教科内容を、学生と教員が協同で開発する。「教科専門と教科教
育の融合科目」という性格を持つ。
科目の特質 教科の背景となる学問概論 選・必の別 必修
中学校における教科指導に必要な、各教科の背景にある諸学問
の一般的かつ包括的な内容について指導する。教員免許法が要
請する教科に関する専門科目群に基づいて開講する。
科目の特質 学問の各論 選・必の別 選択
選択科目として開講する。高等学校教諭免許の取得や卒業研究
に必要な科目である。
科目の特質 教科指導法開発 選・必の別 必修
新しい教科内容・教材と新しい授業・指導法を開発する
力量を養う。
教
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①
学校の教育目標を実現するために、各教科において、学習
指導要領とそれに基づいて作成された教科書に則りながらも、
それらを越えて、子どもの発達段階や学習状況、教科内容
の系統性、原理を考慮して、どの段階でどのような内容、教
材を用いて指導するのが相応しいのかを、検討・計画する。
②
全体の指導計画の中に位置づけて、それぞれの授業の指導
案を作成して実施した後、授業を振り返り改善を行う（教科
書教材の再構築、補充および教材の差し替え等を含む）。
図１　教員養成コア・カリキュラムにおける教科内容構成力の育成
岡山大学教育学部家政教育講座における「中等家庭科内容論」の実践と「教科内容構成力」の育成
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リキュラム」に組織し直し，それを学生が学び，採
用試験を自力で突破できるようにすることを課題と
して見出した。
（３）教員養成の考え方の転換
　次に考えなければならなかったのは，以下の２点
であった。
　Ⓐ 私たちは，学校教育教員養成に特化した教育学
部において，どのような教員を養成したいのか？
　Ⓑ 家政学部の専門科目と教員養成学部の教科内容
学の違いは，どこに求めるべきか？
　講座ではそれを，次の順序で考えていった。
　①学校教育における家庭科の位置づけとは？
　②教科の独自性とは？（教科のねらい・原理）
　③家庭科の独自性とは？（家庭科のねらい・原理）
　以上から到達したⒶⒷに対する答えは，
　Ⓐ私たちは，家庭科教員ではなく「小・中・高等
学校の教員として，家庭科を科学的に研究し，授業
を実践できる教員の養成」を目指すべきであり，そ
れを達成できる
　Ⓑ教員養成学部の教科内容学は，「小・中・高等
学校の家庭科のねらいを達成するために，家政学で
解明されたどのような法則・理論を，どのような順
序で系統的に学習させるのか」に答えうるものでな
ければならない，であった。
（４）家庭科の認識論的定義と内容学の体系
　では，家庭科のねらいである「（家庭）生活の科
学的認識」とは，学習者に何をどのように認識させ
ることなのか。また，その原理となる「家政学で解
明された法則・理論の系統的学習」としての内容学
独自の体系とそれに基づく内容をどのように捉えて
いけば良いのか。これが，私たちが次に直面した問
題であった。本講座では，それを，家庭科の固有の
学問領域である家政学における「（家庭）生活の営み」
の定義から考えた。
　図２に示すように，家政学では，その研究対象と
なる「（家庭）生活」を，「生活の主体者である人間
と生活するために必要な環境（人・狭義の環境・物）
との相互作用により営まれる」と定義し，そこに家
政学の本質的特徴を表現する「構文的構造」が存在
する。人間が生活するために必要な環境の三側面で
ある「人」「狭義の環境」「物」の構成要素としては，
それぞれ「家族，子ども（乳幼児）」，「資源（時間・
金銭等），住居」，「被服，食物」が必要であり，各
構成要素の構造等を解明するため，各研究分野「家
族関係学，児童学」「家庭経営学，住居学」「被服学，
食物学」が存在している。
　以上から家庭科では，生活の主体者である学習者
自身が，「なぜ，自分は，人・狭義の環境・物と係わっ
て生活を営む必要があるのか」を，教科内容（領域）
として組織された家政学の各研究分野で解明された
法則・理論の系統的な学習を通して探求していくこ
とが，「（家庭）生活を科学的に認識すること」であ
り，そこに内容学の体系が求められると考えられた。
２．教員養成家庭科コア・カリキュラムの構築
　以上の検討結果をふまえ，平成18年度から本講
座で開講している授業科目を構造化することで，教
科教育・教科内容・教育実習の統合を図るコア・カ
リキュラム（表１）を構想した。
　先の「育成すべき教師像」から「卒業研究」をコ
アとし，学生の問題状況から「被服・食物の実技技
能」を４年間通して磨けるように＋αの領域として
家政学 家庭科 昭和31年度 Ｔｅｅｎ　Ｇｕｉｄｅ
研究分野 （内容） （Ｊ） （Ｕ）
家族 ← 家族関係学→ 家族 ②家族生活
人 家族関係
子ども ← 児童学 → 保育 ③子どもと欲求
（乳幼児）
資源 ← 家庭経営学→ 家庭経営 生活管理 ④あなたの資源の管理
人　間 ↔環境 （時間・金銭等） ⑤消費者問題
　    ǁ 住居 ← 住居学 → 住居 住居 ⑥あなたの家庭
学習者
被服 ← 被服学 → 被服 被服 ⑦被服と織物
物
①大人になること 食物 ← 食物学 → 食物 食物 ⑧食物と栄養
↓ ↑ （①～⑧は単元番号）
系統的
組織
狭義の
環境
→
解明された
法則・理論
図２　家政学における「（家庭）生活の営み」の定義と家庭科の教科内容編成図２　家政学における「（家庭） 」の定義と家庭科の教科内容編成
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組が進められた。部会では，図１に示すように「教
科内容構成開発」の主たる課題を捉え，それをプロ
セス①と②の２段階に分けて考えることとした。さ
らに，これらのプロセスを（１）で示したコア・カ
リキュラム全体を通して指導するために，「教科教
育・教科専門・教育実習の授業科目の連携・統合」
を目指し，教科内容構成ハンドブックや教科書の作
成等から，各授業の内容やあり方を考える取組を行
い，平成26年度には受講生に教科内容構成力に関
するアンケート調査を実施し，実際の授業での教科
内容構成力育成の検討を開始した。
３．本報の目的
　この中で，家政教育講座においても，教科教育・
教科内容・教育実習との関連を図る家庭科カリキュ
ラムの構築を試み，平成22年度から実施してきた。
本報告では，家政教育講座で構築した家庭科カリ
キュラムの概要と全てのカリキュラムの導入として
位置づけた教科Ⅰ「中等家庭科内容論」の実施内容
と「教科内容構成力」の育成について検討したい。
Ⅱ ．家政教育講座における教員養成家庭科コア・カ
リキュラムの開発４）
１．開発の経緯
（１）教科Ⅰの導入と家庭科教員養成の問題
　家政教育講座（以下，「本講座」と称す）では，
平成18年度から，専任教員のいる教科専門に教科Ⅰ・
Ⅲを導入した。当時は，１年前期に概論，１年後期
に内容論を位置づけ，各担当教員の解釈で，家政教
育専修生を対象に授業を実施していた。
　しかし，年度進行と共に，以下の２つの問題が生
じた。
　①学生が１年前期の概論の内容を理解し難い
　② 学生が平成21年度岡山県中・高等学校家庭科
採用試験２次試験不合格，平成22年度には岡
山県内の私学２大学の家政学部学生は現役合格
したが，本講座の学生は不合格
　特に②は，本講座が岡山県下で中・高等学校家庭
科教員養成を行う意義を問われる重大な問題であっ
た。
（２）教員養成カリキュラムの考え方の転換
　講座では，この問題の原因究明を行い，これまで
は，「それぞれ独立して行ってきた教科教育，教科
専門，教育実習，卒業研究を，学生が全て統合し，
採用試験に向かったカリキュラム」を，「小・中・
高等学校の家庭科との関連も図りながら統合するカ
４
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（附属中学校実習）
科目の特質 教科の教育内容概論 選・必の別 必修
中学校学習指導要領に規定されている教科の指導・学習内容を
概観し、構造的に整理するとともに、その教科内容を指導する際に
必要な知識や理論、実験等の技能の基礎基本について指導する。
科目の特質 教科内容開発論 選・必の別 選択必修
教育実習や体験的授業科目などでの学生の授業実践と結びつけ
て、より実践的な教育内容研究を行ったり、今日求められる新しい
教科内容を、学生と教員が協同で開発する。「教科専門と教科教
育の融合科目」という性格を持つ。
科目の特質 教科の背景となる学問概論 選・必の別 必修
中学校における教科指導に必要な、各教科の背景にある諸学問
の一般的かつ包括的な内容について指導する。教員免許法が要
請する教科に関する専門科目群に基づいて開講する。
科目の特質 学問の各論 選・必の別 選択
選択科目として開講する。高等学校教諭免許の取得や卒業研究
に必要な科目である。
科目の特質 教科指導法開発 選・必の別 必修
新しい教科内容・教材と新しい授業・指導法を開発する
力量を養う。
教
科
内
容
構
成
プ
ロ
セ
ス
①
学校の教育目標を実現するために、各教科において、学習
指導要領とそれに基づいて作成された教科書に則りながらも、
それらを越えて、子どもの発達段階や学習状況、教科内容
の系統性、原理を考慮して、どの段階でどのような内容、教
材を用いて指導するのが相応しいのかを、検討・計画する。
②
全体の指導計画の中に位置づけて、それぞれの授業の指導
案を作成して実施した後、授業を振り返り改善を行う（教科
書教材の再構築、補充および教材の差し替え等を含む）。
図１　教員養成コア・カリキュラムにおける教科内容構成力の育成
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配置した。その周辺には，小・中・高等学校の家庭
科との関連を図り，家庭科教育学と教科内容学さら
に教育実習を「小・中・高等学校の教員として，家
庭科を科学的に研究し，授業を実践できる」力に，
段階を踏んで統合することを意図して各授業科目を
構造的に位置づけた。その上で，この位置づけを達
成できるものに授業科目を改変する検討を行い，授
業実践による検証を通して，各授業科目を構築して
いった。
Ⅲ ．家庭科コア・カリキュラムにおける「教科内容
構成力」の検討
　平成26年度には，構造化した家庭科カリキュラ
ムにおける「教科内容構成力」の育成について，講
座で検討を行った。その結果，プロセス②は授業実
践を伴うため，３年後期の主免教育実習と４年の教
職実践演習・インターンシップに位置づけ，その前
提となるプロセス①を１年から３年前期までの各授
業科目で育成することとした。次に，プロセス①を
学生が実施するためには，何を理解し，できるよう
になれば良いのかを分析し，プロセス①の前提とな
る10項目の力（表２）を設定した。
　さらに，表２の10項目から，１～３年前期に開
講している各授業科目の内容の検討を行った。その
結果，カリキュラムで編成している１～３年前期ま
での授業を履修すれば，10項目全てを学び，プロ
セス①の力を獲得できることが確認できたため，従
来通り各授業の関連を図ることに加え，「教科内容
構成力」の視点から各授業を捉え直し，実践してい
くこととした。
Ⅳ．中等家庭科内容論の構築
　以上のコア・カリキュラムの中で，教科教育と教
科内容の統合（「教科教育と教科専門を架橋する教
育研究領域」の確立）に重要な意味を持ったのは，
教科Ⅰ「中等家庭科内容論」をどのような性格の授
業として構築するか，であった。
１．中等家庭科内容論の構想
　まず，従来通り専任教員のいる４つの内容論（中
等家庭科内容論　家庭生活領域・住居領域・被服領
域・食物領域）を，１年前期に開講し，コア・カリ
キュラム全体の導入として位置付けることとした。
そのため，全ての内容論は，前述した「在り方懇」「教
科Ⅰ」の趣旨と学生の問題状況から決定した同一の
概要・目標・計画で実施し，小・中・高等学校家庭
科学習の内容を学生に分析させ，プロセス①の前提
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表１　教科教育・教科内容・教育実習の統合を図るコア・カリキュラム
表２　教科内容構成　プロセス①の前提となる力
１．学校教育の目的・目標を理解すること ６．探求学習の理論に基づき家庭科の教育内容・
授業を改革する方法を理解すること
２．学校教育における家庭科の位置づけと目的・
目標を理解すること
７．家庭科の学習指導要領・教科書の分析をする
こと（知識の抽出・分類）
３．家庭科教育観と授業の関係を理解すること ８．分析に基づき問題点を明らかにすること
４．家庭科の教科理論（生活主義・科学主義・技
能主義・探求学習）を理解すること
９．家政学に基づき欠落している内容（知識）を
補う原理と方法を理解すること
５．教科内容編成と授業構成の原理（単元・小単元・
本時案）を理解すること
10．教師が教材研究を行う意味と重要性を理解す
ること
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となる力（表２）の１・２・７・８の獲得を目的と
した。
２．学習指導要領・教科書の分析枠組みの検討
　学習指導要領は10年に一度改訂され，法的拘束
力を持つ新しい家庭科が示されていく。これを考え
ると，学生は，自己の責任において学習指導要領・
教科書を分析し，その問題点を克服し，教科として
の役割が果たせる家庭科の授業を実践できる力を持
つ教師になる必要がある。そのためには，大学の内
容学では，ある程度普遍性があり，なおかつ１年生
でも使用できる分析枠組みを用いて，学習指導要領・
教科書を分析し，問題点を解明する方法論を獲得さ
せる必要がある。
　以上の問題意識から，講座では，学生が表１の２
年前期「初等家庭科授業研究」「中等家庭科指導法」
で学ぶ教科理論の中で，教科のねらい・原理を具現
化している科学主義で作成された「我が国の昭和
31年度版学習指導要領に示された小学校家庭」（Ｊ）
と「アメリカの中等学校教育段階のTeen Guide」
（Ｕ）の２つの家庭科について検討した（図２参照）。
その結果，学生自身が小・中・高等学校で学習した
家庭科に近く，分析枠組みとして使用しやすいとい
う点から，（Ｊ）を用いることにした。
　次に，分析枠組みを用いて学習指導要領・教科書
を分析する方法を教科教育担当の佐藤が説明し，家
族関係学，住居学（・家庭経営学），被服学，食物
学の内容学担当の李，関川，篠原，河田が昭和31
年度版小学校家庭科学習指導要領の内容編成分野
（家族関係，生活管理・住居，被服，食物）の内容
を分析枠組みとして，実際に現行（平成20・21年版）
学習指導要領・教科書の分析を行った。その結果，
昭和31年度の内容は，普遍性はあるが，現代の生
活を分析するためには不足する内容があることが確
認できたため，不足する内容を補い，分析枠組みと
して用いることとした。
Ⅴ．中等家庭科内容論の実践と結果
　平成27年度と平成28年度前（１・２学）期に，
家政教育専修１年生を対象に実施した中等家庭科内
容論の概要と結果について検討してみたい。
１．実践内容
　前述したように，中等家庭科内容論は，教科内容
専任教員のいる４つの授業を同一の概要・目標・計
画で実施するため，授業展開は，導入（２コマ）・
展開（11コマ）・まとめ（２コマ）で構成している。
「導入」と「まとめ」に関しては，４つの内容論で
共通開講とし，内容論担当の内容学専任教員４名の
出席のもと，教科教育担当の佐藤が，学生用ワーク
シートを作成し，授業を行った。
　共通のテキストとしては，平成20・21年版小・中・
高等学校学習指導要領解説「家庭」「技術・家庭」
編と教科書で，小・中学校は東京書籍，高等学校は
教科専門からみて内容が充実している大修館の「家
庭総合」（４単位）を選択した。それに加え，各教
科書に準拠して教科書会社が作成している「家庭科
ノート（ワーク）」を用いた。
　以下，実際に行った授業の概要を，内容項目と授
業用パワーポイント（教授資料）で説明したい。
（１）導入：家庭科内容論とは何か？
１）イントロダクション：家庭科内容論とは何か？
　まず，佐藤が，４つの中等家庭科内容論の導入と
して，「家庭科内容論とは何か？」「家庭科の内容編
成の分析・検討」に関して以下の順序で授業を行っ
た。
Ⅰ．家庭科とは
　１．家庭科に対するイメージ（PP2・3）
　２．児童・生徒は，なぜ，小・中・高等学校に行くのか？
　　　なぜ，家庭科を学ぶのか？（PP4）
　　①学校教育の目的・目標
　　②教科のねらい・原理
　　③家庭科のねらい・原理
　３．なぜ，家庭科内容論を家政教育講座コア・カリキュ
ラムの基盤とするのか？（PP5・6）
　　① 文部科学省が大学卒業時までに教員養成に対して
要求している力とは？
　　②教科内容構成力：プロセス①・②
　　③ プロセス①←何を理解し，何ができるようになる
必要がある？
　４．家政学を基盤とした法則・理論の系統的学習とは？
　　　家庭生活に関する科学的認識の形成とは？（PP7）
Ⅱ .家庭科内容論とは？（PP8）
Ⅲ．家庭科の内容編成の分析・検討（PP9 ～ 11）
２）家庭科の内容の分析・検討
①分析１：小学校家庭科全体の内容編成
　次に，学生が，実際に分析枠組みを用い，平成
20年版小学校家庭科教科書の内容を１頁ずつ検討
し，分析枠組みの５領域に分類し，その結果から，
気づきをまとめ，全体で確認した。
②分析２：小学校家庭科の各領域の分析
　この分析結果に基づき，各領域のより詳細な分析
を，領域別の４つの授業で行うことを説明した。
　続いて，被服学担当の篠原が，「各領域の分析方法」
に関して「被服領域」を事例に説明し（PP12），実
際に学生と共に平成20年版小学校家庭科の教科書
に示された被服学習の内容１頁分の分析を行い，分
析方法を確認し，授業を終了した。
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配置した。その周辺には，小・中・高等学校の家庭
科との関連を図り，家庭科教育学と教科内容学さら
に教育実習を「小・中・高等学校の教員として，家
庭科を科学的に研究し，授業を実践できる」力に，
段階を踏んで統合することを意図して各授業科目を
構造的に位置づけた。その上で，この位置づけを達
成できるものに授業科目を改変する検討を行い，授
業実践による検証を通して，各授業科目を構築して
いった。
Ⅲ ．家庭科コア・カリキュラムにおける「教科内容
構成力」の検討
　平成26年度には，構造化した家庭科カリキュラ
ムにおける「教科内容構成力」の育成について，講
座で検討を行った。その結果，プロセス②は授業実
践を伴うため，３年後期の主免教育実習と４年の教
職実践演習・インターンシップに位置づけ，その前
提となるプロセス①を１年から３年前期までの各授
業科目で育成することとした。次に，プロセス①を
学生が実施するためには，何を理解し，できるよう
になれば良いのかを分析し，プロセス①の前提とな
る10項目の力（表２）を設定した。
　さらに，表２の10項目から，１～３年前期に開
講している各授業科目の内容の検討を行った。その
結果，カリキュラムで編成している１～３年前期ま
での授業を履修すれば，10項目全てを学び，プロ
セス①の力を獲得できることが確認できたため，従
来通り各授業の関連を図ることに加え，「教科内容
構成力」の視点から各授業を捉え直し，実践してい
くこととした。
Ⅳ．中等家庭科内容論の構築
　以上のコア・カリキュラムの中で，教科教育と教
科内容の統合（「教科教育と教科専門を架橋する教
育研究領域」の確立）に重要な意味を持ったのは，
教科Ⅰ「中等家庭科内容論」をどのような性格の授
業として構築するか，であった。
１．中等家庭科内容論の構想
　まず，従来通り専任教員のいる４つの内容論（中
等家庭科内容論　家庭生活領域・住居領域・被服領
域・食物領域）を，１年前期に開講し，コア・カリ
キュラム全体の導入として位置付けることとした。
そのため，全ての内容論は，前述した「在り方懇」「教
科Ⅰ」の趣旨と学生の問題状況から決定した同一の
概要・目標・計画で実施し，小・中・高等学校家庭
科学習の内容を学生に分析させ，プロセス①の前提
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表１　教科教育・教科内容・教育実習の統合を図るコア・カリキュラム
表２　教科内容構成　プロセス①の前提となる力
１．学校教育の目的・目標を理解すること ６．探求学習の理論に基づき家庭科の教育内容・
授業を改革する方法を理解すること
２．学校教育における家庭科の位置づけと目的・
目標を理解すること
７．家庭科の学習指導要領・教科書の分析をする
こと（知識の抽出・分類）
３．家庭科教育観と授業の関係を理解すること ８．分析に基づき問題点を明らかにすること
４．家庭科の教科理論（生活主義・科学主義・技
能主義・探求学習）を理解すること
９．家政学に基づき欠落している内容（知識）を
補う原理と方法を理解すること
５．教科内容編成と授業構成の原理（単元・小単元・
本時案）を理解すること
10．教師が教材研究を行う意味と重要性を理解す
ること
岡山大学教育学部家政教育講座（佐藤　　園　・　河田　哲典　・　李　　璟媛　・　関川　　華　・　篠原　陽子）
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（２ ）展開：各領域の内容の分析・検討－被服領域
を例として－（PP13 ～ 38）
　授業担当者は，被服学専任教員篠原で，導入で説
明した「各領域の分析方法」に従い，学生は，各自
で小学校家庭科の衣生活学習を，教科書→学習指導
要領の順に分析し，分析表を作成した。その後，全
員で分析表を検討すると共に，分析した内容と被服
学との関係を教師が説明していった。
　最後に，学生が各自でワークを行い，小学校家庭
科衣生活学習の内容の確認とした。
　同様の方法で，中学校→高等学校の分析を行った。
しかし，学生が，高等学校で自らが学習していない
「家庭総合」の分析を終えることができず，夏休み
の課題となった。そのため，分析結果を総合する小・
中・高等学校衣生活学習の系統表も夏休みに学生が
作成し（資料１），その検討は，後（３・４学）期
の概論で行うこととなった。
（３ ）まとめ：家庭科内容分析の結果の考察と今後
の課題
　各領域の内容論で学生が分析を行い，作成した分
析表に基づき，佐藤が以下のまとめの授業を行った。
１．家庭科内容論の目的と本次のねらい：内容論では，
教科内容構成プロセス①②及び①の前提となる10項
目の中の何を学んだのか？（PP40 ～ 43）
２．小・中学校家庭科全体構成の分析結果の考察と今後
の課題（PP44 ～ 47）
３．各領域の内容分析の考察と今後の課題−被服領域を
例として−
　①分析枠組み⇔現行家庭科衣生活学習（PP48・49）
　②衣生活学習の順序性（PP50）
　③衣生活学習の欠落（PP51）
　④衣生活学習の内容：知識の種類（PP52 ～ 55）
　⑤教科内容の系統性（PP55）
　⑥ 教科書に記述されている知識は適切？誰がどのよう
に判断する？（PP56）
　次に，この考察を受けて，篠原が中等家庭科内容
論被服領域のまとめとして，作成した分析表の意味
を家庭科被服領域の内容と被服学の関係から説明し
た（PP57 ～ 60）。さらに，分析で明らかになった
課題に関して，表１の１年後期から４年後期までの
授業で解明し，教科内容構成のプロセス①②の力を
大学卒業時までに獲得することが今後の目的となる
ことを提示した（PP61）。最後に，教師が「この授
業で作成した分析資料は，これからの被服学関係の
講義・実験等を通じて使用していく」ことを告げて
授業を終えた。授業終了後，学生は内容論のレポー
トをまとめ，提出した。
２．実践の結果と評価
　以上の実践に関して，学生が，毎授業時間の最後
に記述したシャトル・カード，授業終了後に提出し
たレポート，および15回の授業終了時に実施した
アンケート調査の結果から，検討してみたい。
（１ ）学生のシャトル・カードとレポートにみる記
述内容
　表３は，学生のシャトル・カードの記述内容をま
とめたものである。
　さらに，学生が提出したレポートには，小・中学
校の家庭科で示されている衣生活の知識に関して，
以下のことが明らかになったという記述がみられた。
・時代により，学習する知識は変わる
・小学校より中学校の方が知識の数が増え，より科学的
な説明になるという系統性がある
・欠落している知識があり，それは教師が被服学の法則・
理論を基盤に補わなければならない
（２）アンケート調査の結果
　アンケート調査の項目は，以下の通りである。
・問１：① 表２に示す「教科内容構成プロセス①の前提
となる力」10項目に関して，中等家庭科内容
論を学び，どの程度できるようになった（伸
びた）かを，５件法により回答させる（10項目）。
　　　　② 教科内容構成部会により作成されている学部
のコア・カリキュラムを通して獲得させたい
９項目の「教科内容構成の力」が，中等家庭
科内容論を学び，どの程度できるようになっ
た（伸びた）かを５件法により回答させる（９
項目）。
　　　　③ 新しい授業を作る意欲に関して，５件法によ
り回答させる（１項目）。
・問２：中等家庭科内容論で，「教科内容構成の力」の向
上に役立った内容（自由記述）。
・問３：「教職志望」の程度を５件法により回答させる。
岡山大学教育学部家政教育講座における「中等家庭科内容論」の実践と「教科内容構成力」の育成
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１
）

表
：
小
学
校
学
習
指
導
要
領
家
庭
科
編
被
服
領
域
（
昭
和

年

文
部
科
学
省
）
を
分
析
枠
組
み
と
し

小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
科
書
（
平
成

年

東
京
書
籍

高
等
学
校
は
家
庭
総
合
）
の
被
服
領
域
の
記
述
内
容
及
び
衣
生
活
論
で



学
習
し
た
２
冊
の
専
門
書
の
記
述
内
容
を
分
類
し

系
統
性
の
あ
る
知
識
を
横
並
び
に
示
し
た
表

昭
和

年
学
習
指
導
要
領
（
被
服
）
教
科
書
の
記
述


















小
学
校


渡
邊
彩
子
ほ
か
『
新
編
新
し
い
家
庭
５
・
６
』

東
京
書
籍




教
科
書
の
記
述


中
学
校

佐
藤
文
子
ほ
か
『
新
編
新
し
い
技
術
・
家
庭
家
庭
分
野

自
立
と
共
生
を
目
指
し
て
』

東
京
書
籍




教
科
書
の
記
述





高
等
学
校


牧
野
カ
ツ
コ
ほ
か
『
家
庭
総
合
自
立
・
共
生
・
創
造
』

東
京
書
籍



）

被
服
学
専
門
書
の
記
述

山
口
庸
子
編
『
新
版
衣
生
活
論
ー
持
続
可
能
な
消
費
に
向
け
て
ー
』

ア
イ
・
ケ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン




●
被
服
学
専
門
書
の
記
述


















岡
田
宣
子
編
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
衣
生
活
論
』

建
帛
社




●
構
成
概
念
一
般
原
理
獲
得
さ
せ
る
概
念
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能

被
服
が
保
健
と
活
動
に
適
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

被
服
の
持
つ
社
会
的
意
義
が
わ
か
る
。

被
服
は
季
節
・
男
女
・
年
齢
・
仕
事
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私
た
ち
が
着
て
い
る
衣
服
に
は
、
暑
さ
や
寒
さ
の
調
節
を
す
る
（
情
）
保
健
衛
生
上
の
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
私
た
ち
が
着
て
い
る
衣
服
に
は
、
け
が
を
防
ぐ
（
情
）
保
健
衛
生
上
の
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
私
た
ち
が
着
て
い
る
衣
服
に
は
、
体
か
ら
出
る
汗
や
雨
を
吸
い
取
る
（
情
）
保
健
衛
生
上
の
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
運
動
や
仕
事
に
合
っ
た
衣
服
を
着
る
こ
と
で
、
（
情
）
安
全
に
活
動
し
や
す
く
す
る
（
情
）
生
活
活
動
上
の
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
２
】
衣
服
の
働
き
と
着
方
（
情
）
洋
服
は
人
の
気
持
ち
を
表
す
身
近
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
（
理
）
衣
服
は
、
暑
さ
や
寒
さ
を
調
節
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
１
】
衣
服
の
働
き

保
健
衛
生
上
の
働
き
や
生
活
活
動
上
の
働
き
と
し
て
、
暑
さ
や
寒
さ
か
ら
体
を
保
護
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
衣
服
は
、
け
が
や
汚
れ
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
１
】
衣
服
の
働
き

保
健
衛
生
上
の
働
き
や
生
活
活
動
上
の
働
き
と
し
て
、
け
が
や
汚
れ
な
ど
か
ら
体
を
保
護
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
衣
服
は
、
体
か
ら
出
る
汗
を
吸
収
し
た
り
し
て
、
体
を
清
潔
に
保
つ
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
１
】
衣
服
の
働
き

保
健
衛
生
上
の
働
き
や
生
活
活
動
上
の
働
き
と
し
て
、
体
を
清
潔
に
保
つ
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
衣
服
は
、
運
動
や
作
業
な
ど
の
活
動
を
し
や
す
く
し
、
危
険
か
ら
体
を
保
護
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
１
】
衣
服
の
働
き

保
健
衛
生
上
の
働
き
や
生
活
活
動
上
の
働
き
と
し
て
、
運
動
や
作
業
を
し
や
す
く
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
自
分
を
よ
り
よ
く
見
せ
る
た
め
や
、
個
性
を
表
現
す
る
た
め
に
も
衣
服
を
着
て
い
る
。
（
理
）
衣
服
に
は
、
体
の
安
全
や
健
康
を
守
り
、
生
活
活
動
を
し
や
す
く
す
る
働
き
に
加
え
て
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
送
る
た
め
に
大
切
な
社
会
生
活
上
の
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
職
業
や
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
や
、
喜
び
や
悲
し
み
、
敬
意
や
お
祝
い
な
ど
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
た
め
に
慣
習
に
沿
っ
た
衣
服
を
着
用
す
る
。
（
理
）
【
図
１
】
衣
服
の
働
き

社
会
生
活
上
の
働
き
と
し
て
、
職
業
や
所
属
集
団
を
表
す
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
１
】
衣
服
の
働
き

社
会
生
活
上
の
働
き
と
し
て
、
個
性
を
表
現
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
被
服
を
着
る
こ
と
は
、
人
間
特
有
の
行
動
で
あ
る
。
（
理
）

万
年
ぐ
ら
い
前
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
、
被
服
に
近
い
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
（
情
）
現
代
に
お
い
て
も
被
服
は
健
康
・
安
全
を
維
持
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
（
情
）
被
服
の
保
健
衛
生
的
機
能
と
し
て
、
体
温
調
節
を
補
助
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
衣
服
に
対
す
る
人
間
の
欲
求
は
様
々
で
あ
る
が
、
衣
服
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
、
時
代
や
社
会
、
文
化
の
変
遷
に
伴
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
、
生
活
の
多
様
化
に
伴
い
よ
り
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
情
）
衣
服
の
果
た
す
役
割
を
、
そ
の
機
能
性
か
ら
大
別
す
る
と
、
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
外
界
か
ら
の
保
護
）
と
装
飾
審
美
的
な
機
能
（
外
界
へ
の
意
味
伝
達
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
）
の
２
つ
に
大
別
で
き
る
。
（
理
）
＜
体
熱
平
衡
＞
体
温
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
、
体
内
で
産
生
す
る
熱
と
人
体
か
ら
の
放
熱
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
体
温
調
節
が
行
わ
れ
る
。
（
理
）
＜
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
自
然
環
境
）
・
体
温
調
節
の
補
助
＞
人
体
に
は
、
外
界
の
温
熱
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、
生
理
的
に
体
温
調
節
を
行
う
機
能
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
】
②
被
服
の
機
能

保
健
衛
生
的
機
能

体
温
調
節
の
補
助

暑
さ
・
寒
さ
を
防
ぎ
、
体
温
調
節
を
補
助
す
る
。
（
理
）
被
服
の
保
健
衛
生
的
機
能
と
し
て
、
外
部
の
危
害
か
ら
体
を
保
護
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
＜
身
体
の
保
護
＞
被
服
に
は
、
怪
我
や
や
け
ど
、
日
焼
け
や
虫
さ
さ
れ
な
ど
を
防
ぎ
、
身
体
を
保
護
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
被
服
の
保
健
衛
生
的
機
能
と
し
て
、
皮
膚
面
を
清
潔
に
保
つ
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
＜
身
体
の
保
護
＞
被
服
に
は
、
外
部
か
ら
の
汚
れ
が
皮
膚
に
付
着
す
る
の
を
防
ぎ
、
体
内
か
ら
分
泌
さ
れ
る
汗
や
皮
脂
な
ど
を
吸
収
し
て
、
皮
膚
を
清
潔
に
保
つ
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
】
②
被
服
の
機
能

保
健
衛
生
的
機
能

身
体
の
保
護

汗
や
皮
脂
を
取
り
除
き
、
清
潔
を
保
つ
。
外
界
の
光
・
熱
・
害
虫
・
機
械
的
衝
撃
か
ら
身
を
守
る
。
（
理
）
＜
衣
服
と
体
温
調
節
＞
衣
服
の
役
割
の
一
つ
に
暑
さ
や
寒
さ
か
ら
身
体
を
保
護
す
る
機
能
が
あ
る
。
（
理
）
＜
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
自
然
環
境
）
・
体
温
調
節
の
補
助
＞
衣
服
の
着
用
を
通
し
て
、
寒
さ
や
暑
さ
か
ら
身
体
を
守
り
、
さ
ら
に
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
理
）
＜
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
自
然
環
境
）
・
身
体
の
保
護
（
危
険
か
ら
の
回
避
）
＞
外
衣
は
外
界
か
ら
の
化
学
的
・
物
理
的
な
危
害
か
ら
防
護
す
る
役
割
を
も
つ
（
防
火
服
、
防
虫
服
、
化
学
防
護
服
、
放
射
線
防
護
服
、
潜
水
服
、
宇
宙
風
な
ど
）
。
（
理
）
＜
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
自
然
環
境
）
・
身
体
の
清
浄
＞
人
体
は
体
内
か
ら
の
汗
や
不
感
蒸
泄
、
皮
脂
、
垢
（
角
質
細
胞
片
）
、
排
泄
・
分
泌
物
な
ど
で
常
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
（
理
）
＜
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
自
然
環
境
）
・
身
体
の
清
浄
＞
体
表
に
直
接
接
し
て
着
用
す
る
よ
う
な
下
着
（
肌
着
）
は
、
こ
れ
ら
の
汚
れ
を
取
り
除
き
、
皮
膚
を
清
潔
に
保
つ
は
た
ら
き
が
あ
る
。
（
理
）
＜
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
自
然
環
境
）
・
身
体
の
保
護
（
危
険
か
ら
の
回
避
）
＞
外
衣
は
外
界
か
ら
の
化
学
的
・
物
理
的
な
危
害
か
ら
防
護
す
る
役
割
を
も
つ
（
防
火
服
、
防
虫
服
、
化
学
防
護
服
、
放
射
線
防
護
服
、
潜
水
服
、
宇
宙
風
な
ど
）
。
（
理
）
＜
保
健
衛
生
上
の
機
能
（
自
然
環
境
）
・
動
作
適
応
性
＞
衣
服
は
適
度
な
ゆ
と
り
や
し
め
つ
け
に
よ
り
活
動
の
能
率
を
高
め
て
、
人
間
の
様
々
な
動
作
に
適
応
す
る
こ
と
か
ら
、
快
適
に
行
動
で
き
る
よ
う
な
働
き
を
す
る
（
カ
ジ
ュ
ア
ル
・
ウ
ェ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
、
寝
衣
な
ど
）
。
（
理
）
現
代
人
に
と
っ
て
の
衣
服
の
役
割
は
、
「
保
険
衛
生
上
の
機
能
」
か
ら
「
装
飾
審
美
的
な
機
能
」
へ
と
寄
稿
し
て
い
る
。
（
情
）
＜
衣
服
に
よ
る
体
温
調
節
＞
ヒ
ト
が
周
囲
の
環
境
に
応
じ
て
衣
服
の
着
脱
を
行
う
の
は
、
体
熱
平
衡
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
（
理
）
被
服
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
補
助
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
＜
生
活
活
動
へ
の
適
合
＞
被
服
に
は
、
作
業
や
運
動
な
ど
の
動
的
な
活
動
、
睡
眠
や
休
養
な
ど
の
静
的
な
活
動
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
活
動
を
補
助
す
る
働
き
が
あ
る
。
（
理
）
【
図
】
②
被
服
の
機
能

保
健
衛
生
的
機
能

生
活
活
動
へ
の
適
合

作
業
や
運
動
な
ど
の
動
的
な
生
活
活
動
や
、
睡
眠
・
休
養
な
ど
の
静
的
な
活
動
を
補
助
す
る
。
（
理
）
被
服
を
着
る
こ
と
は
、
人
間
特
有
の
行
動
で
あ
る
。
（
理
）

万
年
ぐ
ら
い
前
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
、
被
服
に
近
い
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
（
情
）
私
た
ち
は
人
と
し
て
育
つ
過
程
で
、
社
会
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
（
情
）
＜
装
飾
審
美
的
な
機
能
（
社
会
環
境
）
・
自
己
表
現
（
個
性
・
美
意
識
の
表
現
）
＞
人
は
着
装
に
よ
り
、
自
分
ら
し
く
・
美
し
く
着
た
い
、
高
級
な
服
・
流
行
の
服
を
着
た
い
と
い
う
欲
望
を
満
た
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
LG
HQ
WL
W\
）
を
表
現
す
る
。
（
理
）
＜
装
飾
審
美
的
な
機
能
（
社
会
環
境
）
・
集
団
の
表
現
＞
所
属
集
団
の
標
識
類
別
上
あ
る
い
は
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
媒
体
（
非
言
語
情
報
の
媒
体
：
サ
イ
レ
ン
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
（
学
生
服
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
制
服
な
ど
）
。
（
理
）
＜
装
飾
審
美
的
な
機
能
（
社
会
環
境
）
・
集
団
の
表
現
＞
人
は
所
属
や
職
種
を
示
す
た
め
に
衣
服
を
着
る
こ
と
が
あ
る
。
（
理
）
＜
衣
服
の
象
徴
制
・
衣
服
の
非
言
語
情
報
伝
達
機
能
＞
装
い
は
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
。
（
理
）
＜
衣
服
の
象
徴
制
・
衣
服
の
非
言
語
情
報
伝
達
機
能
＞
衣
服
や
化
粧
な
ど
装
い
に
よ
る
非
言
語
情
報
に
は
、
①
性
別
や
年
齢
、
②
職
業
や
地
位
、
③
性
格
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
④
状
況
、
⑤
人
種
的
、
宗
教
的
背
景
な
ど
が
あ
る
。
（
理
）
＜
衣
服
の
象
徴
制
・
衣
服
の
非
言
語
情
報
伝
達
機
能
＞
状
況
と
は
、
喪
服
を
着
た
人
を
見
る
と
葬
儀
を
、
ド
レ
ス
姿
の
女
性
を
見
る
と
結
婚
式
を
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
人
を
見
る
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
の
若
い
人
を
見
る
と
就
職
活
動
を
推
測
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
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（２ ）展開：各領域の内容の分析・検討－被服領域
を例として－（PP13 ～ 38）
　授業担当者は，被服学専任教員篠原で，導入で説
明した「各領域の分析方法」に従い，学生は，各自
で小学校家庭科の衣生活学習を，教科書→学習指導
要領の順に分析し，分析表を作成した。その後，全
員で分析表を検討すると共に，分析した内容と被服
学との関係を教師が説明していった。
　最後に，学生が各自でワークを行い，小学校家庭
科衣生活学習の内容の確認とした。
　同様の方法で，中学校→高等学校の分析を行った。
しかし，学生が，高等学校で自らが学習していない
「家庭総合」の分析を終えることができず，夏休み
の課題となった。そのため，分析結果を総合する小・
中・高等学校衣生活学習の系統表も夏休みに学生が
作成し（資料１），その検討は，後（３・４学）期
の概論で行うこととなった。
（３ ）まとめ：家庭科内容分析の結果の考察と今後
の課題
　各領域の内容論で学生が分析を行い，作成した分
析表に基づき，佐藤が以下のまとめの授業を行った。
１．家庭科内容論の目的と本次のねらい：内容論では，
教科内容構成プロセス①②及び①の前提となる10項
目の中の何を学んだのか？（PP40 ～ 43）
２．小・中学校家庭科全体構成の分析結果の考察と今後
の課題（PP44 ～ 47）
３．各領域の内容分析の考察と今後の課題−被服領域を
例として−
　①分析枠組み⇔現行家庭科衣生活学習（PP48・49）
　②衣生活学習の順序性（PP50）
　③衣生活学習の欠落（PP51）
　④衣生活学習の内容：知識の種類（PP52 ～ 55）
　⑤教科内容の系統性（PP55）
　⑥ 教科書に記述されている知識は適切？誰がどのよう
に判断する？（PP56）
　次に，この考察を受けて，篠原が中等家庭科内容
論被服領域のまとめとして，作成した分析表の意味
を家庭科被服領域の内容と被服学の関係から説明し
た（PP57 ～ 60）。さらに，分析で明らかになった
課題に関して，表１の１年後期から４年後期までの
授業で解明し，教科内容構成のプロセス①②の力を
大学卒業時までに獲得することが今後の目的となる
ことを提示した（PP61）。最後に，教師が「この授
業で作成した分析資料は，これからの被服学関係の
講義・実験等を通じて使用していく」ことを告げて
授業を終えた。授業終了後，学生は内容論のレポー
トをまとめ，提出した。
２．実践の結果と評価
　以上の実践に関して，学生が，毎授業時間の最後
に記述したシャトル・カード，授業終了後に提出し
たレポート，および15回の授業終了時に実施した
アンケート調査の結果から，検討してみたい。
（１ ）学生のシャトル・カードとレポートにみる記
述内容
　表３は，学生のシャトル・カードの記述内容をま
とめたものである。
　さらに，学生が提出したレポートには，小・中学
校の家庭科で示されている衣生活の知識に関して，
以下のことが明らかになったという記述がみられた。
・時代により，学習する知識は変わる
・小学校より中学校の方が知識の数が増え，より科学的
な説明になるという系統性がある
・欠落している知識があり，それは教師が被服学の法則・
理論を基盤に補わなければならない
（２）アンケート調査の結果
　アンケート調査の項目は，以下の通りである。
・問１：① 表２に示す「教科内容構成プロセス①の前提
となる力」10項目に関して，中等家庭科内容
論を学び，どの程度できるようになった（伸
びた）かを，５件法により回答させる（10項目）。
　　　　② 教科内容構成部会により作成されている学部
のコア・カリキュラムを通して獲得させたい
９項目の「教科内容構成の力」が，中等家庭
科内容論を学び，どの程度できるようになっ
た（伸びた）かを５件法により回答させる（９
項目）。
　　　　③ 新しい授業を作る意欲に関して，５件法によ
り回答させる（１項目）。
・問２：中等家庭科内容論で，「教科内容構成の力」の向
上に役立った内容（自由記述）。
・問３：「教職志望」の程度を５件法により回答させる。
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　アンケート調査の問１①②の結果は，表４・５に
示す通りである。
　表４・５に示したアンケート調査結果から，読み
取ることができる「教科内容構成力」の高まりに対
する学生の自己評価の結果について考えてみたい。
　アンケートでは，「伸びたかどうか」を５件法で
聞いているため，中央値である３（どちらとも言え
ない）を基準にした１サンプルのｔ検定を各項目で
行った。＊＊，＊のマークがついている設問に関し
ては，３と比べて有意差がある，という意味になる。
マークがついている設問のうち，平均値が３以上の
ものは，授業を通して学生が伸びたと思っている力
であり，逆にマークがある設問のうち，平均値３以
表３「中等家庭科内容論（被服領域）」シャトル・カードの記述
 
表３　「中学家庭科内容論（被服領域）」シャトル・カードの記述
表４　教科内容構成プロセス①の前提となる力の高まりへの授業の効果
中等家庭科
平均値
内容論（被服領域）
標準偏差
学校教育の目的・目標の理解 3.8 ** 0.36
学校教育における家庭科の位置づけと目的・目標を理解すること 4.1 ** 0.47
家庭科教育観と授業の関係を理解すること 3.8 ** 0.42
家庭科の教科理論（生活主義・科学主義・技能主義・探求学習）を理解すること 3.6 0.84
教科内容編成と授業構成の原理（単元・小単元・本時案）を理解すること 3.7 0.99
探求学習の理論に基づき家庭科の教育内容・授業を改革する方法を理解すること 3.3 1.14
家庭科の学習指導要領・教科書の分析をすること（知識の抽出・分類） 4.5 ** 0.50
分析に基づき問題点を明らかにすること 4.2 ** 0.53
家政学に基づき欠落している内容（知識）を補う原理と方法を理解すること 3.8 ** 0.58
教師が教材研究を行う意味と重要性を理解すること 4.2 ** 0.42
※ N ＝ 13　　　※ *,** は中央値 3 を基準とした 1 サンプルのウィルコクソン符号付順位検定の結果である
※調査時期は、2015 年８月，2016 年８月であり， 回答は 5 件法であった　　　　※ ** p ＜．05
※該当授業を通してどの程度各力が伸びたと思うかを尋ねた
表 5　教科内容を構成する力の高まりへの授業の効果授業の効果
中等家庭科
平均値
内容論（被服領域）
標準偏差
教科の専門知識をもつこと 3.0 0.96
子どもたちの発達段階や学習状況を考慮して一時間の学習指導計画を立てること 2.2 ** 0.95
教科内容の系統性や原理を考慮して一時間の学習指導計画を立てること 2.2 1.12
子どもたちの発達段階や学習状況を考慮して単元計画を立てること 2.1 ** 1.00
教科内容の系統性や原理を考慮して単元計画を立てること 2.2 1.12
子どもたちの発達段階や学習状況を考慮して年間の授業計画を立てること 2.1 ** 1.00
教科内容の系統性や原理を考慮して年間の授業計画を立てること 2.2 1.12
単元計画を見通して一時間の授業の教材や指導案を作成すること 2.0 ** 0.96
年間の授業計画を見通して一時間の授業の教材や指導案を作成すること 2.0 ** 0.96
※ N ＝ 13　　　※ *,** は中央値 3 を基準とした 1 サンプルのウィルコクソン符号付順位検定の結果である
※調査時期は、2015 年８月，2016 年８月であり， 回答は 5 件法であった　　　　※ ** p ＜．05
※該当授業を通してどの程度各力が伸びたと思うかを尋ねた
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下のものは，伸びていないと学生が思っている力だ
という解釈ができると考えられる。
　この観点から，表４・５の結果を解釈してみたい。
プロセス①の前提となる力10項目のうち，家庭科
の「教科理論」「教科内容編成と授業構成の原理」「探
求学習の理論に基づく教科内容・授業の改革方法」
の理解以外の７項目の力が「伸びた」と評価してい
た（p<0.05）。「教科内容を構成する力」に関しては，
「教科の専門の知識をもつこと」以外の８項目の平
均値が３以下であり，そのうち５において有意差が
認められ (p<0.05)，「伸びていない」と学生は評価
していた。
３ ．中等家庭科内容論における「教科内容構成力」
の育成
　前述した実施内容から，中等家庭科内容論は，表
２のプロセス①の前提となる10項目の力のうち項
目１・２・７・８を主な内容としていることがわか
る。それに対して，学生は，項目４・５・６以外の
力が高まったと評価していた。
　また，「教科内容を構成する力」に関しては，９
項目中５項目が伸びていないと評価していた。
　学生が「伸びていない」と評価した表４の「教科
理論」「教科内容編成と授業構成の原理」「探求学習
の理論に基づく教科内容・授業の改革方法」は，２
年前期の「初等家庭科授業研究」「中等家庭科指導法」
で学ぶ項目であり，これを学ばなければ表５の「教
科の専門知識をもつこと」以外の項目の意味も理解
できないため，学生の評価は妥当であると解釈でき
る。
　さらに，学生は，授業終了時に大学で行っている
授業評価アンケートにおいて，次のように評価して
いた。
・この講義に非常に意欲的に取り組んだ　71.4％
・　　　　　　やや意欲的に取り組んだ　28.5％
・この授業は非常に良かった　71.4％
・　　　　　　　　良かった　28.5％
Ⅵ ．教員養成家庭科コア・カリキュラムにおける教
科Ⅰ「中等家庭科内容論」の意味と今後の課題
　表１に示したように，本講座が構築した教員養成
家庭科コア・カリキュラムにおいて，内容論の授業
は，学生が大学入学後４年間，教師になるために学
んでいく教科教育と教科内容，および教育実習等の
全ての授業の導入となる。
　そのため，内容論では，学生が小・中・高等学校
で家庭科を学び有している自身の現在の家庭科教育
観を認識させた上で，「なぜ，子どもは学校に行き，
家庭科を学ぶのか？」と問う。それに対して，学校
教育の目的・構造，教科の位置づけ・ねらい・原理
から，「子どもは，学校教育の家庭科でしか学べな
い家政学を基盤とした法則・理論の系統的学習によ
り，家庭生活に関する科学的認識の形成と，人間形
成のために家庭科を学び，ここに家庭科の独自性が
ある」ことを学生に説明する。その上で，現在，子
どもたちが学んでいる小・中・高等学校家庭科は，
どのような内容を編成することで，科学的認識形成
と人間形成を子どもに保証しようとしているのか，
を分析させていく。
　具体的には，学生自身に家庭科の領域別に学習指
導要領と教科書の記述内容を分析させ，小・中・高
等学校の領域別分析表を作成・検討させる。この自
らで行う資料分析というアクティブ・ラーニングを
通して，学生は，現在の家庭科の教科内容を分析し，
教科内容の系統性の意味や問題点，その問題は教師
の責任により被服学の法則・理論を基盤に解決しな
ければならないこと，さらにその内容を子どもの人
間形成に結びつくような授業を構成し実践できるよ
うに，１年後期からの学びを進めていくための具体
的な課題を獲得していた。
　以上の学びを通して，学生は，４年間の学びに重
要な意味を持つ２枚の地図を，自身で描いたのでは
ないだろうか。一枚は，学校教育で求められる家庭
科の本質的意義を検討し，現行学習指導要領を分析
して作り上げた「小・中・高の縦の繋がりを持った
家庭科カリキュラムの地図」である。もう一枚は，
教員として不易な「実践的指導力」の中心となる「教
科内容構成力育成のための４年間の学びの地図」で
ある。学生は，この「学びの地図」に従い，４年間
を通して自身で描いた「家庭科カリキュラムの地図」
を修正・発展させていくことになる。
　また，教員は，学生が描いた「家庭科カリキュラ
ムの地図」を表１で示した１年後期からの全ての授
業の前提とし，学生が「学校教育における家庭科の
役割」を達成できる「教科の目的・目標・内容・方
法・評価」を具現化した地図に修正・発展させてい
くこと，が可能となる教科教育と教科内容の授業を
展開していかなければならない。
　本稿で検討した中等家庭科内容論での学びが，本
講座で構築した教員養成家庭科コア・カリキュラム
による学びの積み重ねの中で，「実践的指導力」と
しての「教科内容構成力」の育成にどのように結び
ついていくのかを，今後も継続して検証・検討して
いくことが本講座の課題となる。
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　アンケート調査の問１①②の結果は，表４・５に
示す通りである。
　表４・５に示したアンケート調査結果から，読み
取ることができる「教科内容構成力」の高まりに対
する学生の自己評価の結果について考えてみたい。
　アンケートでは，「伸びたかどうか」を５件法で
聞いているため，中央値である３（どちらとも言え
ない）を基準にした１サンプルのｔ検定を各項目で
行った。＊＊，＊のマークがついている設問に関し
ては，３と比べて有意差がある，という意味になる。
マークがついている設問のうち，平均値が３以上の
ものは，授業を通して学生が伸びたと思っている力
であり，逆にマークがある設問のうち，平均値３以
表３「中等家庭科内容論（被服領域）」シャトル・カードの記述
 
表３　「中学家庭科内容論（被服領域）」シャトル・カードの記述
表４　教科内容構成プロセス①の前提となる力の高まりへの授業の効果
中等家庭科
平均値
内容論（被服領域）
標準偏差
学校教育の目的・目標の理解 3.8 ** 0.36
学校教育における家庭科の位置づけと目的・目標を理解すること 4.1 ** 0.47
家庭科教育観と授業の関係を理解すること 3.8 ** 0.42
家庭科の教科理論（生活主義・科学主義・技能主義・探求学習）を理解すること 3.6 0.84
教科内容編成と授業構成の原理（単元・小単元・本時案）を理解すること 3.7 0.99
探求学習の理論に基づき家庭科の教育内容・授業を改革する方法を理解すること 3.3 1.14
家庭科の学習指導要領・教科書の分析をすること（知識の抽出・分類） 4.5 ** 0.50
分析に基づき問題点を明らかにすること 4.2 ** 0.53
家政学に基づき欠落している内容（知識）を補う原理と方法を理解すること 3.8 ** 0.58
教師が教材研究を行う意味と重要性を理解すること 4.2 ** 0.42
※ N ＝ 13　　　※ *,** は中央値 3 を基準とした 1 サンプルのウィルコクソン符号付順位検定の結果である
※調査時期は、2015 年８月，2016 年８月であり， 回答は 5 件法であった　　　　※ ** p ＜．05
※該当授業を通してどの程度各力が伸びたと思うかを尋ねた
表 5　教科内容を構成する力の高まりへの授業の効果授業の効果
中等家庭科
平均値
内容論（被服領域）
標準偏差
教科の専門知識をもつこと 3.0 0.96
子どもたちの発達段階や学習状況を考慮して一時間の学習指導計画を立てること 2.2 ** 0.95
教科内容の系統性や原理を考慮して一時間の学習指導計画を立てること 2.2 1.12
子どもたちの発達段階や学習状況を考慮して単元計画を立てること 2.1 ** 1.00
教科内容の系統性や原理を考慮して単元計画を立てること 2.2 1.12
子どもたちの発達段階や学習状況を考慮して年間の授業計画を立てること 2.1 ** 1.00
教科内容の系統性や原理を考慮して年間の授業計画を立てること 2.2 1.12
単元計画を見通して一時間の授業の教材や指導案を作成すること 2.0 ** 0.96
年間の授業計画を見通して一時間の授業の教材や指導案を作成すること 2.0 ** 0.96
※ N ＝ 13　　　※ *,** は中央値 3 を基準とした 1 サンプルのウィルコクソン符号付順位検定の結果である
※調査時期は、2015 年８月，2016 年８月であり， 回答は 5 件法であった　　　　※ ** p ＜．05
※該当授業を通してどの程度各力が伸びたと思うかを尋ねた
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chukyo/chukyo0/toushin/1365665.htm
２）岡山大学教育学部将来計画委員会（2004），岡
山大学教育学部　学部・大学院将来計画委員会報
告書
３）岡山大学大学院教育学研究科・岡山大学教師教
育開発センター（2016），平成23 ～ 27年度文部
科学省特別経費事業「先進的教員養成プロジェク
ト」　教員の資質向上に寄与する『大学と学校・
教育委員会の協働』の実現−学校教育改善との連
動で教員養成教育を深化させる−最終報告書−
４）佐藤園・篠原陽子（2012），教科教育・教科内容・
教育実習の統合を目指す中等学校教員養成家庭科
カリキュラム構築の試み−教員養成の課題として
の「教科教育と教科専門を架橋する教育研究領域」
確立の視点から−，日本教科教育学会誌，35，
19-30
　 （本講座で住居学を担当していた関川　華の平成
29年４月からの所属は，近畿大学建築学部である。
後任未補充のため，表１の住居学関係の授業は，
非常勤による集中講義で実施している。）
岡山大学教育学部家政教育講座（佐藤　　園　・　河田　哲典　・　李　　璟媛　・　関川　　華　・　篠原　陽子）
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ね
ら
い
：家
庭
生
活
に
関
す
る
科
学
的
な
認
識
の
形
成
↑
原
理
：家
政
学
に
基
づ
く
法
則
理
論
の
系
統
的
学
習
家
庭
科
ね
ら
い
：衣
生
活
に
関
す
る
科
学
的
な
認
識
の
形
成
↑
原
理
：被
服
学
に
基
づ
く
法
則
理
論
の
系
統
的
学
習
被
服
領
域
の
学
習
「知
識
」
の
獲
得
授
業
＝
命
題
で
あ
ら
わ
せ
る
も
の
ǁ
「～
は
、
～
で
あ
る
。
」
教
科
書
分
析
A．
ど
の
よ
う
な
「知
識
」が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
？
分
析
B．
そ
れ
は
、
児
童
・生
徒
が
科
学
的
認
識
を
形
成
す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
か
？
①
質
・・
・科
学
的
な
知
識
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
②
量
・・
・児
童
・生
徒
が
被
服
と
の
関
係
性
を
考
え
る
の
に
必
要
な
知
識
が
揃
っ
て
い
る
か
？
③
順
序
・・
・児
童
・生
徒
が
衣
生
活
を
営
ん
で
い
く
理
論
的
な
順
番
に
な
っ
て
い
る
か
？
関
連
授
業
小
：
２
年
前
家
庭
科
授
業
研
究
中
：
２
年
前
家
庭
科
指
導
法
①
教
科
書
の
本
文
か
ら
「知
識
」を
抽
出
→
昭
和
31
年
度
の
被
服
領
域
の
内
容
で
分
類
↑
②
教
科
書
の
図
・表
な
ど
か
ら
「知
識
」を
抽
出
12
昭
和
31
年
度
小
学
校
家
庭
科
家
族
関
係
食
物
被
服
生
活
管
理
住
居
平
成
20
年
小
学
校
家
庭
科
Ａ
家
庭
生
活
と
家
族
Ｂ
日
常
の
食
事
と
調
理
の
基
礎
Ｃ
快
適
な
衣
服
と
住
ま
い
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
付
箋
分
析
１
付
箋
分
析
２
被
服
領
域
（篠
原
）
住
居
領
域
（関
川
）
食
物
領
域
（河
田
）
（教
科
書
）
家
庭
生
活
領
域
（李
）
２
．
小
学
校
家
庭
科
の
各
領
域
の
分
析
11
人
狭
義
の
環
境 物
環
境
自
分
自
身
家 族 保 育 食 物被 服住 居
資 源
家
族
学
保
育
学
家
庭
経
営
学
住
居
学
被
服
学
食
物
学
李
古
川
関
川
篠
原
河
田
今
田
佐
藤
教
育
学
（家
庭
科
教
育
）
家
政
学
：「
（家
庭
）生
活
の
営
み
」の
定
義
↓
家
庭
科
法
則
・理
論
↑
系
統
的
学
習
←
家
族
保
育
家
庭
経
営
住
居
被
服
食
物
家
庭
科
の
内
容
（領
域
）
昭
和
31
年
度
小
学
校
家
庭
科
家
族
関
係
食
物
被
服
生
活
管
理
住
居
Ⅳ
．
家
庭
科
の
各
領
域
の
内
容
の
分
析
・検
討
10
小
学
校
家
庭
科
衣
生
活
領
域
の
内
容
研
究
Ⅰ
．
衣
生
活
学
習
の
内
容
分
析
Ⅲ
．
学
問
的
背
景
知
識
の
抽
出
と
分
類
6
年
度
学
習
指
導
要
領
+
年
学
習
指
導
要
領
教
科
書
（
+
年
）
Ⅰ
被
服
と
生
活
Ⅱ
衣
類
の
着
方
Ⅲ
手
入
れ
と
保
存
Ⅳ
洗
た
く
Ⅴ
作
り
方
知
識
の
抽
出
分
類
知
識
の
抽
出
分
類
並
べ
替
え
被
服
科
学
と
の
関
係
被
服
材
料
学
被
服
衛
生
学
被
服
心
理
学
被
服
管
理
学
被
服
構
成
学
家
庭
科
ノ
ー
ト
（
上
）
（
下
）
Ⅱ
．
考
察
15
平
成


年
度
版
学
習
指
導
要
領
と
教
科
書

東
京
書
籍
：
平
成


年
度
発
行
の
分
析
○
科
学
主
義
の
考
え
方
に
基
づ
き
小
学
校
家
庭
科
の
各
領
域
の
内
容
を
研
究
す
る
Ⅰ
．
知
識
の
抽
出
と
分
類
・
・
・
ど
の
よ
う
な
知
識
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
？
分
析
表
を
作
成
し
よ
う



5


年
度
の
枠
組
み
に
従
い
，
教
科
書
の
内
容
を

領
域
に
分
類
す
る
（
被
服
，
家
族
，
生
活
管
理
，
食
物
，
住
居
）


教
科
書
の
記
述
か
ら
“
知
識
”
を
取
り
出
し
て
，
5


年
度
の
枠
組
み
に
分
類
す
る
5


年
度
の
ど
の
内
容
に
該
当
す
る
の
か
？
（
知
識
と
は
命
題
「
#
は
Ｂ
で
あ
る
」
で
表
せ
る
も
の
）

平
成


年
度
学
習
指
導
要
領
の
記
述
か
ら
“
知
識
”
を
取
り
出
し
て
，
5


年
度
の
枠
組
み
に
分
類
す
る
．
5


年
度
の
ど
の
内
容
に
該
当
す
る
の
か
？
Ⅱ
．
分
析
結
果
の
考
察
・
・
・
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が
科
学
的
認
識
を
形
成
す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
か
？

質
知
識
は
家
政
学
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
原
理
・
法
則
（
科
学
的
な
知
識
）
に
な
っ
て
い
る
か
？

量
子
ど
も
が
被
服
と
の
関
係
性
を
考
え
る
の
に
，
必
要
な
知
識
が
揃
っ
て
い
る
か
？
現
在
の
家
庭
生
活
を
被
服
学
か
ら
見
た
場
合
に
不
足
し
て
い
る
内
容
は
な
い
か
？

順
序
性
子
供
が
衣
生
活
を
営
ん
で
い
く
論
理
的
な
順
番
に
な
っ
て
い
る
か
？
14
（ 分 類 結 果 を 一 覧 表 で 表 し ま す ） （ 分 析 結 果 の レ ポ ー ト を 作 成 ）
家
庭
科
学
習
指
導
要
領
・教
科
書
分
析
13
分
析
表
を
作
成
し
よ
う
構
成
概
念
一
般
原
理
概
念
H
2
0
年
学
習
指
導
要
領
教
科
書
(H
2
5
年
東
書
）
頁18
平
成
2
0
年
版
「小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
家
庭
編
」分
析
①
知
識
を
抽
出
す
る
（命
題
に
下
線
を
ひ
く
）
⇒
②
S3
1年
枠
組
み
の
ど
こ
に
該
当
す
る
の
か
分
類
す
る
平
成
20
年
小
学
校
学
習
指
導
要
領
昭
和
31
年
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（分
析
枠
組
み
）
？
何
番 ?
17
?
17
小
学
校
家
庭
科
教
科
書
分
析
平
成
2
7
年
発
行
東
京
書
籍
①
知
識
を
抽
出
す
る
（命
題
に
下
線
を
ひ
く
）
⇒
②
S3
1年
枠
組
み
の
ど
こ
に
該
当
す
る
の
か
分
類
す
る
16
A
B
何
番
？
16
岡山大学教育学部家政教育講座における「中等家庭科内容論」の実践と「教科内容構成力」の育成
− 73 −
教
科
書
の
内
容
S3
1
年
度
の
ど
の
項
目
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
○
新
た
な
項
目
が
必
要
「
被
服
材
料
」
「
衣
生
活
と
資
源
・
環
境
」
の
一
般
原
理
を
追
加
す
る
枠
を
設
け
て
☆
マ
ー
ク
で
示
そ
う
○
S3
1年
に
は
あ
る
が
削
除
し
て
よ
い
項
目
は
な
い
か
？
（
番
）
1.
 環
境
チ
ェ
ッ
ク
，
洗
濯
の
水
，
洗
剤
の
使
用
，
不
要
衣
服
2.
 製
作
計
画
3.
 布
の
性
質
を
比
べ
る
（通
気
性
，
浸
透
性
，
透
湿
性
）
4.
 洗
剤
の
使
用
量
，
洗
剤
量
と
汚
れ
の
落
ち
方
5.
 布
の
の
び
方
，
織
物
の
方
向
と
み
み
6.
 い
ろ
い
ろ
な
布
と
そ
の
特
徴
7.
 お
弁
当
バ
ッ
グ
，
巾
着
，
エ
プ
ロ
ン
8.
 シ
ュ
ー
ズ
入
れ
，
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
9.
 布
製
品
の
リ
フ
ォ
ー
ム
p.
6-
7
p.
32
p.
78
p.
81
p.
87
p.
87
p.
88
-8
9
p.
91
p.
92
21
課
題
Ⅰ
.2
), 
3)
 教
科
書
・
学
習
指
導
要
領
の
分
析
を
完
成
さ
せ
る
S3
1年
学
習
指
導
要
領
H2
0年
学
習
指
導
要
領
教
科
書
（東
京
書
籍
，
H2
5発
行
）
ペ
ー
ジ
構
成
概
念
一
般
原
理
概
念
① ②
5


年
の
枠
組
み
を
記
載
構
成
概
念
・
一
般
原
理
・
概
念
を
記
載
概
念
は
①
②
③
を
付
す
知
識

命
題
を
記
載
5


年
枠
組
み
の
概
念
の
①
②
③
に
対
応
さ
せ
て
記
載
す
る
Ａ
４
横
で
４
列
作
成
※
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
写
し
あ
い
は
不
正
行
為
！
20
教
科
書
の
記
述
被
服
学
で
明
ら
か
に
な
っ
た
理
論
・
法
則
が
教
育
内
容
本
文
イ
ラ
ス
ト
，
写
真
命
題
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
知
識
に
相
当
す
る
内
容
が
あ
る
教
師
が
内
容
を
補
う
！
（
被
服
学
の
知
識
を
子
ど
も
た
ち
の
命
題
に
置
き
換
え
る
）
知
識
を
抽
出
し
て
，
5


年
度
枠
組
み
に
分
類
す
る
被
服
領
域
の
内
容
編
成
を
考
察
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
す
る
教
育
内
容
の
背
後
に
あ
る
科
学
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
類
し
た
各
内
容
と
被
服
学
と
の
関
係
を
知
る
19
獲
得
さ
せ
る
知
識
の
種
類
概
念
的
説
明
的
知
識
一
般
的
（家
庭
生
活
の
見
方
・考
え
方
）
抽
象
的
教
科
書
に
両
方
記
載
さ
れ
て
い
る
か
？
理
論
事
実
的
記
述
的
知
識
（家
庭
生
活
の
事
象
）
情
報
特
殊
的
具
体
的
24
知
識
に
は
種
類
が
あ
る
よ
！
区
別
す
る
こ
と
が
大
事
。
23
衣
生
活
領
域
分
析
な
ら
び
に
教
育
内
容
解
説
内
容
（
昭
和

年
版
学
習
指
導
要
領
）
指
導
の
要
点
被
服
学
の
体
系
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
起
源
論
・
目
的
論
・
服
飾
史
・
環
境
論
・
生
活
論
・
教
育
論
☆
被
服
の
材
料
被
服
材
料
学
・
被
服
材
料
工
学
・
繊
維
産
業
論
被
服
生
活
の
計
画
被
服
消
費
科
学
・
被
服
類
別
論
・
被
服
形
態
学
被
服
経
済
学
・
被
服
商
品
学
・
被
服
流
通
論
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
被
服
消
費
科
学
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
被
服
衛
生
学
活
動
に
便
利
な
着
方
被
服
衛
生
学
・
被
服
人
間
工
学
・
被
服
気
候
学
整
っ
た
着
方
被
服
心
理
学
・
服
装
社
会
学
・
服
飾
流
行
論
☆
安
全
な
着
方
被
服
衛
生
学
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
被
服
構
成
学
・
被
服
管
理
学
簡
単
な
し
み
ぬ
き
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
あ
と
し
ま
つ
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
し
ま
い
方
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
仕
上
げ
の
し
か
た
被
服
管
理
学
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
被
服
構
成
学
・
服
飾
意
匠
学
・
服
飾
色
彩
学
・
被
服
機
構
学
用
途
と
材
料
被
服
構
成
学
・
被
服
材
料
学
裁
ち
方
被
服
構
成
学
・
被
服
工
学
縫
い
方
被
服
構
成
学
・
被
服
工
学
簡
単
な
手
芸
服
飾
工
芸
・
被
服
工
芸
論
小
学
校
衣
生
活
領
域
の
指
導
内
容
と
被
服
学
の
体
系
☆
篠
原
が
追
加
22
被
服
科
学
の
学
問
体
系
の
中
か
ら
、
捉
え
て
お
く
べ
き
教
育
内
容
の
う
ち
，
小
・
中
・
高
校
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
最
低
限
必
要
な
も
の
Ⅱ
．
小
学
校
家
庭
科
被
服
領
域
分
析
結
果
の
考
察
①
結
果
Ｓ
３
１
年
度
枠
組
み
と
比
較

量
を
検
討
す
る
．
現
在
の
家
庭
生
活
を
被
服
学
か
ら
見
た
場
合
に
不
足
し
て
い
る
内
容
は
な
い
か
？

質
を
検
討
す
る
．
知
識
は
被
服
学
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
理
論
・
法
則
に
な
っ
て
い
る
か
？

順
序
性
を
検
討
す
る
．
小
学
生
に
教
え
る
順
に
内
容
が
編
成
さ
れ
て
い
る
か
？
27
結
果
を
説
明
し
て
み
よ
う
！
目
標
各
論
内
容
周
辺
科
学
な
ぜ
衣
服
を
着
る
の
か
序
論
起
源
論
，
目
的
論
，
環
境
論
，
本
質
論
，
生
活
論
，
教
育
論
人
類
学
，
考
古
学
，
気
候
学
，
社
会
学
，
心
理
学
，
人
文
地
理
学
，
生
活
文
化
何
を
着
る
の
か
材
料
論
広
用
被
服
材
料
学
，
被
服
材
料
工
学
，
繊
維
産
業
論
繊
維
工
学
，
繊
維
産
業
造
形
論
被
服
設
計
服
飾
美
学
，
服
飾
意
匠
学
，
服
飾
色
彩
学
，
被
服
機
構
学
，
被
服
人
間
工
学
美
学
，
意
匠
学
，
色
彩
学
，
工
芸
機
械
学
，
被
服
工
学
被
服
構
成
被
服
工
学
，
服
飾
工
芸
，
工
作
機
械
学
，
被
服
工
芸
論
製
品
論
被
服
類
別
論
，
被
服
形
態
学
，
被
服
商
品
学
，
被
服
流
通
論
形
態
学
，
商
品
学
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
着
装
論
被
服
機
構
学
－
被
服
衛
生
学
，
被
服
人
間
工
学
，
被
服
気
候
学
文
化
人
類
学
，
生
体
学
，
人
間
工
学
，
民
俗
学
，
人
文
地
理
学
，
生
理
学
，
衛
生
学
，
社
会
学
，
心
理
学
，
気
候
学
，
自
然
・社
会
環
境
諸
科
学
服
飾
論
－
服
装
社
会
学
，
服
装
心
理
学
，
服
飾
流
行
論
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
管
理
論
被
服
経
済
学
，
被
服
管
理
学
，
被
服
整
理
学
経
済
学
，
理
化
学
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
変
遷
論
生
活
史
，
民
族
史
，
服
飾
史
，
材
料
史
，
民
俗
服
飾
，
民
族
服
飾
，
変
遷
原
理
文
化
史
被
服
学
と
は
？
（
被
服
学
の
体
系
）
小
川
安
朗
(1
9
7
1
),
体
系
被
服
学
,9
1
,光
生
館
，
「学
問
の
方
法
」
小
・中
・高
校
の
被
服
学
習
で
，
な
に
を
学
ぶ
の
か
？
26
知
識
の
抽
出
掲
載
タ
イ
プ
別
「
衣
服
の
手
入
れ
」
東
書
R




本
文
命
題
命
題
は
概
念
と
事
実
に
分
け
る
（概
念
）
・衣
服
に
は
，
い
ろ
い
ろ
な
働
き
や
種
類
が
あ
る
．
・衣
服
を
気
持
ち
よ
く
着
た
り
，
長
く
利
用
し
た
り
す
る
た
め
に
，
手
入
れ
や
洗
濯
を
す
る
．
（事
実
）
(方
法
）
・衣
服
は
，
よ
ご
れ
る
と
あ
せ
や
よ
ご
れ
を
吸
い
取
り
に
く
く
な
り
，
着
ご
こ
ち
も
悪
く
な
る
．
・衣
服
に
は
暑
さ
や
寒
さ
を
調
節
す
る
働
き
が
あ
る
．
・衣
服
に
は
け
が
を
防
い
だ
り
，
体
か
ら
出
る
あ
せ
や
よ
ご
れ
を
吸
い
取
っ
た
り
す
る
保
健
衛
生
上
の
働
き
が
あ
る
．
・活
動
に
合
っ
た
衣
服
を
着
る
こ
と
で
，
運
動
や
仕
事
が
し
や
す
く
な
り
，
安
全
に
活
動
す
る
と
い
う
生
活
活
動
上
の
働
き
が
あ
る
．
・洗
い
方
は
，
電
機
洗
濯
機
，
手
洗
い
に
よ
る
方
法
が
あ
る
．
・洗
濯
の
仕
方
は
，
布
の
種
類
の
表
示
や
取
扱
い
絵
表
示
を
見
て
，
よ
ご
れ
の
程
度
を
考
え
て
決
め
る
．
イ
ラ
ス
ト
写
真
図
表
概
念
が
あ
れ
ば
命
題
に
し
て
示
す
（概
念
）
マ
ー
ク
付
き
で
・・
・は
～
で
あ
る
．
（イ
ラ
ス
ト
）
（写
真
）
（図
）
（表
）
知
識
と
事
実
と
方
法
に
分
け
る
【知
識
】
【知
識
】
衣
服
の
働
き
と
着
方
・衛
生
的
な
着
方
・季
節
や
天
気
に
合
わ
せ
た
着
方
・活
動
に
合
わ
せ
た
着
方
【知
識
】
布
の
性
質
を
比
べ
て
み
よ
う
・通
気
性
・浸
透
性
吸
水
性
・透
湿
性
⇒
衣
服
に
必
要
な
性
能
【知
識
】
取
扱
い
絵
表
示
(J
IS
絵
記
号
)
・洗
い
方
・し
ぼ
り
方
・干
し
方
・ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方
【方
法
】
【方
法
】
⑰
衣
服
の
手
入
れ
１
．
手
入
れ
を
す
る
２
．
し
ま
う
【事
実
】
【事
実
】
タ
マ
号
M
e
m
o
概
念
が
あ
れ
ば
命
題
に
し
て
示
す
（概
念
）
・（
夏
の
着
方
）
そ
で
の
長
さ
(被
服
面
積
)，
開
口
部
，
被
服
材
料
の
選
択
，
色
相
・（
衣
服
に
付
着
す
る
汚
れ
）人
体
由
来
－
汗
，
皮
脂
，
外
部
環
境
由
来
－
埃
，
泥
，
食
べ
こ
ぼ
し
25
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ね
ら
い
：家
庭
生
活
に
関
す
る
科
学
的
な
認
識
の
形
成
↑
原
理
：家
政
学
に
基
づ
く
法
則
理
論
の
系
統
的
学
習
家
庭
科
ね
ら
い
：衣
生
活
に
関
す
る
科
学
的
な
認
識
の
形
成
↑
原
理
：被
服
学
に
基
づ
く
法
則
理
論
の
系
統
的
学
習
被
服
領
域
の
学
習
「知
識
」
の
獲
得
授
業
＝
命
題
で
あ
ら
わ
せ
る
も
の
ǁ
「～
は
、
～
で
あ
る
。
」
教
科
書
分
析
A．
ど
の
よ
う
な
「知
識
」が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
？
分
析
B．
そ
れ
は
、
児
童
・生
徒
が
科
学
的
認
識
を
形
成
す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
か
？
①
質
・・
・科
学
的
な
知
識
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
②
量
・・
・児
童
・生
徒
が
被
服
と
の
関
係
性
を
考
え
る
の
に
必
要
な
知
識
が
揃
っ
て
い
る
か
？
③
順
序
・・
・児
童
・生
徒
が
衣
生
活
を
営
ん
で
い
く
理
論
的
な
順
番
に
な
っ
て
い
る
か
？
関
連
授
業
小
：
２
年
前
家
庭
科
授
業
研
究
中
：
２
年
前
家
庭
科
指
導
法
①
教
科
書
の
本
文
か
ら
「知
識
」を
抽
出
→
昭
和
31
年
度
の
被
服
領
域
の
内
容
で
分
類
↑
②
教
科
書
の
図
・表
な
ど
か
ら
「知
識
」を
抽
出
12
昭
和
31
年
度
小
学
校
家
庭
科
家
族
関
係
食
物
被
服
生
活
管
理
住
居
平
成
20
年
小
学
校
家
庭
科
Ａ
家
庭
生
活
と
家
族
Ｂ
日
常
の
食
事
と
調
理
の
基
礎
Ｃ
快
適
な
衣
服
と
住
ま
い
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
付
箋
分
析
１
付
箋
分
析
２
被
服
領
域
（篠
原
）
住
居
領
域
（関
川
）
食
物
領
域
（河
田
）
（教
科
書
）
家
庭
生
活
領
域
（李
）
２
．
小
学
校
家
庭
科
の
各
領
域
の
分
析
11
人
狭
義
の
環
境 物
環
境
自
分
自
身
家 族 保 育 食 物被 服住 居
資 源
家
族
学
保
育
学
家
庭
経
営
学
住
居
学
被
服
学
食
物
学
李
古
川
関
川
篠
原
河
田
今
田
佐
藤
教
育
学
（家
庭
科
教
育
）
家
政
学
：「
（家
庭
）生
活
の
営
み
」の
定
義
↓
家
庭
科
法
則
・理
論
↑
系
統
的
学
習
←
家
族
保
育
家
庭
経
営
住
居
被
服
食
物
家
庭
科
の
内
容
（領
域
）
昭
和
31
年
度
小
学
校
家
庭
科
家
族
関
係
食
物
被
服
生
活
管
理
住
居
Ⅳ
．
家
庭
科
の
各
領
域
の
内
容
の
分
析
・検
討
10
小
学
校
家
庭
科
衣
生
活
領
域
の
内
容
研
究
Ⅰ
．
衣
生
活
学
習
の
内
容
分
析
Ⅲ
．
学
問
的
背
景
知
識
の
抽
出
と
分
類
6
年
度
学
習
指
導
要
領
+
年
学
習
指
導
要
領
教
科
書
（
+
年
）
Ⅰ
被
服
と
生
活
Ⅱ
衣
類
の
着
方
Ⅲ
手
入
れ
と
保
存
Ⅳ
洗
た
く
Ⅴ
作
り
方
知
識
の
抽
出
分
類
知
識
の
抽
出
分
類
並
べ
替
え
被
服
科
学
と
の
関
係
被
服
材
料
学
被
服
衛
生
学
被
服
心
理
学
被
服
管
理
学
被
服
構
成
学
家
庭
科
ノ
ー
ト
（
上
）
（
下
）
Ⅱ
．
考
察
15
平
成


年
度
版
学
習
指
導
要
領
と
教
科
書

東
京
書
籍
：
平
成


年
度
発
行
の
分
析
○
科
学
主
義
の
考
え
方
に
基
づ
き
小
学
校
家
庭
科
の
各
領
域
の
内
容
を
研
究
す
る
Ⅰ
．
知
識
の
抽
出
と
分
類
・
・
・
ど
の
よ
う
な
知
識
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
？
分
析
表
を
作
成
し
よ
う



5


年
度
の
枠
組
み
に
従
い
，
教
科
書
の
内
容
を

領
域
に
分
類
す
る
（
被
服
，
家
族
，
生
活
管
理
，
食
物
，
住
居
）


教
科
書
の
記
述
か
ら
“
知
識
”
を
取
り
出
し
て
，
5


年
度
の
枠
組
み
に
分
類
す
る
5


年
度
の
ど
の
内
容
に
該
当
す
る
の
か
？
（
知
識
と
は
命
題
「
#
は
Ｂ
で
あ
る
」
で
表
せ
る
も
の
）

平
成


年
度
学
習
指
導
要
領
の
記
述
か
ら
“
知
識
”
を
取
り
出
し
て
，
5


年
度
の
枠
組
み
に
分
類
す
る
．
5


年
度
の
ど
の
内
容
に
該
当
す
る
の
か
？
Ⅱ
．
分
析
結
果
の
考
察
・
・
・
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が
科
学
的
認
識
を
形
成
す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
か
？

質
知
識
は
家
政
学
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
原
理
・
法
則
（
科
学
的
な
知
識
）
に
な
っ
て
い
る
か
？

量
子
ど
も
が
被
服
と
の
関
係
性
を
考
え
る
の
に
，
必
要
な
知
識
が
揃
っ
て
い
る
か
？
現
在
の
家
庭
生
活
を
被
服
学
か
ら
見
た
場
合
に
不
足
し
て
い
る
内
容
は
な
い
か
？

順
序
性
子
供
が
衣
生
活
を
営
ん
で
い
く
論
理
的
な
順
番
に
な
っ
て
い
る
か
？
14
（ 分 類 結 果 を 一 覧 表 で 表 し ま す ） （ 分 析 結 果 の レ ポ ー ト を 作 成 ）
家
庭
科
学
習
指
導
要
領
・教
科
書
分
析
13
分
析
表
を
作
成
し
よ
う
構
成
概
念
一
般
原
理
概
念
H
2
0
年
学
習
指
導
要
領
教
科
書
(H
2
5
年
東
書
）
頁18
平
成
2
0
年
版
「小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
家
庭
編
」分
析
①
知
識
を
抽
出
す
る
（命
題
に
下
線
を
ひ
く
）
⇒
②
S3
1年
枠
組
み
の
ど
こ
に
該
当
す
る
の
か
分
類
す
る
平
成
20
年
小
学
校
学
習
指
導
要
領
昭
和
31
年
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（分
析
枠
組
み
）
？
何
番 ?
17
?
17
小
学
校
家
庭
科
教
科
書
分
析
平
成
2
7
年
発
行
東
京
書
籍
①
知
識
を
抽
出
す
る
（命
題
に
下
線
を
ひ
く
）
⇒
②
S3
1年
枠
組
み
の
ど
こ
に
該
当
す
る
の
か
分
類
す
る
16
A
B
何
番
？
16
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＜
小
学
校
家
庭
科
教
科
書
「
衣
生
活
」
の
問
題
点
＞
30
①
衣
生
活
学
習
は
“
わ
た
し
の
衣
生
活
を
営
む
”
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
目
標
の
は
ず
．
→
「
主
体
は
自
分
」
で
“
家
族
”
の
た
め
の
お
仕
事
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
な
い
．
家
庭
科
以
外
の
内
容
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
道
徳
？
②
*


年
版
で
は
「
製
作
」
が
柱
と
な
っ
て
お
り
，
必
要
な
内
容
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
．
→
し
か
し
、
衣
服
で
は
な
く
、
布
製
品
の
小
物
を
製
作
す
る
の
み
。
③
実
践
的
・
体
験
的
に
学
ぶ

製
作
す
る
こ
と
で
必
要
な
家
事
を
習
得
す
る
．
→
そ
の
た
め
の
教
育
内
容
を
そ
の
都
度
断
片
的
に
盛
り
込
ん
で
い
る
．
生
活
主
義
技
能
主
義
④
製
作
は
，
布
で
作
る
小
物
，
入
れ
も
の
，
お
お
う
も
の
が
題
材
．
身
に
付
け
る
衣
服
が
出
て
こ
な
い

→
衣
服
を
作
っ
て
い
な
い
の
で
，
実
践
・
体
験
で
き
て
い
な
い
．
図
工
？
廃
棄
物
？
ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
家
庭
科
の
教
育
内
容
は
，
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
で
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
S3
1年
学
習
指
導
要
領
は
「系
統
主
義
」の
考
え
方
で
内
容
編
成
さ
れ
て
い
る
．
29
平
成
20
年
学
習
指
導
要
領
は
，
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
？
ど
の
よ
う
な
編
成
で
あ
っ
て
も
，
授
業
で
は
，
子
ど
も
が
家
庭
生
活
に
関
す
る
科
学
的
認
識
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
平
成
20
年
版
は
衣
生
活
に
関
す
る
科
学
的
認
識
の
形
成
が
可
能
か
？
２
．
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
？
１
．
何
が
問
題
な
の
か
？
小
学
校
家
庭
科
被
服
領
域
分
析
結
果
の
考
察
②
考
察
量 質
順
序
性
量 質
順
序
性
28
こ
れ
が
先
生
の
仕
事
だ
よ
小
学
校
家
庭
科
被
服
領
域
分
析
結
果
の
考
察
衣
生
活
の
仕
組
み
（自
分
と
被
服
と
の
関
係
）⇒
自
分
の
衣
生
活
を
構
築
Ⅰ
．
被
服
と
生
活
Ⅱ
．
被
服
の
着
方
Ⅲ
．
被
服
の
手
入
れ
Ⅳ
．
洗
た
く
Ⅴ
．
作
り
方
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
目
な
ぜ
着
る
の
か
？
的
な
ぜ
手
入
れ
が
必
要
か
？
な
ぜ
洗
た
く
が
必
要
か
？
な
ぜ
作
る
の
か
？
方 法
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
？
ど
の
よ
う
に
手
入
れ
す
る
の
か
？
ど
の
よ
う
に
洗
た
く
す
る
の
か
？
ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
？
内
容
1.
被
服
を
着
る
目
的
被
服
の
起
源
被
服
の
形
態
2.
 被
服
の
種
類
と
材
料
3.
衣
生
活
の
課
題
資
源
・環
境
と
衣
生
活
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
被
服
4.
 衣
生
活
の
仕
組
み
と
被
服
計
画
の
必
要
性
1.
 保
健
衛
生
的
な
着
方
清
潔
な
着
方
季
節
気
温
に
合
っ
た
着
方
2.
 活
動
に
あ
っ
た
着
方
活
動
目
的
に
あ
っ
た
着
方
3.
 社
会
生
活
に
あ
っ
た
着
方
TP
O
に
あ
っ
た
着
方
自
己
を
表
現
す
る
着
方
4.
 安
全
な
着
方
着
装
と
健
康
環
境
適
応
1.
 手
入
れ
の
目
的
2.
 被
服
の
点
検
3.
 手
入
れ
の
方
法
修
繕
し
み
抜
き
収
納
4.
長
期
保
管
1.
 洗
た
く
の
目
的
2.
 洗
た
く
の
原
理
洗
た
く
の
3要
素
洗
浄
理
論
3.
 洗
た
く
の
対
象
被
洗
物
条
件
汚
れ
成
分
4.
  洗
た
く
の
方
法
湿
式
・乾
式
洗
た
く
5.
 仕
上
げ
ア
イ
ロ
ン
か
け
6.
 洗
た
く
と
環
境
水
環
境
保
全
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
1.
 被
服
構
成
の
理
論
人
体
と
被
服
構
成
運
動
と
被
服
構
成
2.
 被
服
構
成
の
方
法
立
体
構
成
平
面
構
成
縫
製
技
術
材
料
・用
具
3.
 被
服
製
作
製
作
目
的
製
作
計
画
製
作
準
備
・用
具
点
検
製
作
製
作
評
価
実
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
調
査
習
LC
A調
査
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
被
服
心
理
学
構
成
実
習
LC
A調
査
水
環
境
保
全
＜
生
産
的
行
為
の
実
習
＞
生
活
に
必
要
な
計
画
性
，
科
学
性
，
審
美
性
，
正
確
性
，
忍
耐
性
，
時
間
性
，
経
済
性
を
身
に
つ
け
る
実
＜
原
理
・法
則
の
発
見
＞
験
被
服
材
料
学
実
験
被
服
衛
生
学
実
験
被
服
材
料
学
実
験
被
服
整
理
学
実
験
被
服
整
理
学
実
験
被
服
構
成
学
実
験
33
小
学
校
Ｓ
３
１
年
度
学
習
指
導
要
領
家
庭
編
被
服
領
域
の
構
造
小
・
中
・
高
校
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
最
低
限
必
要
な
も
の
⇒
衣
生
活
の
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
る
32
１
．
な
ぜ
人
は
衣
服
を
着
る
の
か
？
現
在
の
家
庭
科
で
は
，
こ
の
答
え
を
小
学
生
は
導
け
な
い
．
２
．
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
？
衣
服
が
出
て
こ
な
い
．
種
類
，
用
途
，
素
材
．
衣
服
の
選
択
や
着
用
の
意
思
決
定
に
必
要
な
科
学
的
視
点
．
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
衣
生
活
課
題
→
環
境
適
応
例
）紫
外
線
対
策
３
．
ど
の
よ
う
な
考
え
で
衣
生
活
を
営
む
の
か
？
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
－
衣
生
活
と
資
源
・環
境
－
被
服
科
学
に
基
づ
い
た
小
学
校
家
庭
科
衣
生
活
領
域
の
教
育
内
容
解
説
31
被
服
と
生
活
－
☆
被
服
の
材
料
何
を
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
⇒
「
被
服
を
構
成
す
る
布
に
必
要
な
性
能
」
性
能
の
種
類
性
能
保
健
衛
生
的
性
能
保
温
性
熱
の
移
動
を
妨
げ
る
性
質
．
糸
や
布
の
組
織
に
空
気
を
多
く
含
む
も
の
は
保
温
性
が
高
く
，
あ
た
た
か
い
．
通
気
性
空
気
を
通
す
性
質
．
組
織
が
あ
ら
く
，
隙
間
の
多
い
布
は
通
気
性
が
大
き
い
．
吸
湿
性
水
蒸
気
を
吸
収
す
る
性
質
．
天
然
繊
維
な
ど
天
然
の
原
料
を
用
い
た
繊
維
は
吸
湿
性
が
高
い
．
吸
水
性
水
分
を
吸
収
す
る
性
質
．
繊
維
の
性
質
に
よ
る
が
，
繊
維
や
糸
の
間
に
空
間
の
多
い
布
は
吸
水
性
が
高
い
．
親
水
性
繊
維
／
疎
水
性
繊
維
耐
久
性
引
っ
張
り
強
度
摩
擦
強
度
引
っ
張
り
や
摩
擦
に
対
す
る
強
さ
．
糸
の
よ
り
が
強
く
，
太
く
，
厚
い
布
は
強
い
．
形
態
安
定
性
防
し
わ
性
シ
ワ
に
な
り
に
く
い
性
質
．
繊
維
の
性
質
に
よ
る
が
，
糸
が
太
く
厚
い
布
ほ
ど
防
し
わ
性
は
高
い
．
取
扱
い
に
関
す
る
性
能
染
色
堅
ろ
う
性
日
光
・汗
・摩
擦
・洗
濯
の
影
響
を
受
け
て
も
色
落
ち
し
に
く
い
性
質
．
収
縮
性
織
物
は
一
般
に
水
に
つ
か
る
と
た
て
方
向
に
縮
む
．
耐
熱
性
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
熱
に
対
す
る
影
響
を
受
け
に
く
い
性
質
．
36
被
服
と
生
活
－
被
服
の
機
能
現
代
を
生
き
る
人
々
に
必
要
な
被
服
１
）被
服
と
衣
服
JIS
-L
-0
21
5
19
84
  ／
繊
維
製
品
用
語
（衣
料
）
被
服
= 
人
体
を
覆
う
目
的
で
着
用
す
る
も
の
の
総
称
．
clo
th
in
g
衣
服
= 
か
ぶ
り
も
の
，
は
き
も
の
な
ど
を
除
い
た
被
服
．
clo
th
es
２
）被
服
の
起
源
（環
境
適
応
説
）（
人
体
装
飾
説
）（
羞
恥
説
）（
種
族
保
存
説
）（
護
符
説
）
３
）被
服
の
機
能
人
は
な
ぜ
服
を
着
る
の
か
．
．
．
自
然
環
境
に
対
す
る
人
体
の
適
応
（=
保
健
衛
生
的
な
目
的
）と
社
会
環
境
に
適
応
す
る
生
活
活
動
上
の
目
的
(1
)保
健
衛
生
上
の
目
的
①
体
温
調
節
②
身
体
保
護
③
皮
膚
の
清
潔
(汚
れ
の
吸
着
)
(2
)生
活
活
動
上
の
目
的
①
活
動
服
②
運
動
服
③
休
養
服
(3
)社
会
生
活
上
の
目
的
①
個
性
の
表
現
②
所
属
を
表
す
③
社
交
的
・儀
礼
的
な
表
現
（自
己
顕
示
）
（制
服
）
（慶
弔
服
）
35
小
学
校
中
学
校
Ⅲ
．
教
育
内
容
と
被
服
科
学
の
学
問
的
背
景
人
は
な
ぜ
被
服
を
着
る
の
か
？
（絶
対
的
需
要
）
・体
毛
消
失
に
よ
る
体
温
維
持
の
た
め
（相
対
的
需
要
）
・人
間
と
し
て
生
き
る
誇
り
(威
儀
)と
装
飾
の
た
め
人
間
は
被
服
に
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
持
た
せ
た
①
装
飾
性
②
信
仰
・魔
除
け
③
実
用
性
④
識
別
性
⑤
変
身
願
望
⑥
性
の
象
徴
⑦
羞
恥
心
⑧
祈
願
・呪
術
（衣
服
の
基
本
形
態
）
土
地
固
有
の
気
候
や
地
理
的
位
置
な
ど
の
自
然
環
境
は
そ
こ
で
居
住
す
る
人
々
の
生
活
様
式
や
精
神
，
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
自
然
環
境
へ
の
適
応
と
社
会
的
背
景
に
よ
り
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
に
適
合
し
た
衣
服
が
着
用
さ
れ
て
き
た
（民
族
服
）
気
候
風
土
に
基
づ
く
衣
服
の
基
本
形
態
の
分
類
①
体
形
型
②
腰
布
型
③
貫
頭
衣
型
④
巻
垂
型
⑤
前
開
型
Ｑ
．
日
本
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
？ 34
岡山大学教育学部家政教育講座における「中等家庭科内容論」の実践と「教科内容構成力」の育成
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中
等
家
庭
科
内
容
論
－
Ⅵ
．
結
果
の
考
察
と
今
後
の
課
題
－
担
当
：
李
（
家
庭
生
活
領
域
）
・
篠
原
（
被
服
領
域
）
河
田
（
食
物
領
域
）
・
関
川
（
住
居
領
域
）
Ｔ
Ｔ
：
佐
藤
（
家
庭
科
教
育
）
学
生
番
号
（
）氏
名
（
） 39
小
学
校
被
服
領
域
教
科
書
分
析
の
ま
と
め
１
．
学
習
指
導
要
領
や
教
科
書
の
改
訂
が
あ
れ
ば
，
こ
の
方
法
で
分
析
し
て
，
教
育
内
容
を
分
類
し
，
質
・
量
・
順
序
性
を
検
討
す
る
．
２
．
科
学
の
進
歩
や
生
活
の
実
態
と
合
わ
せ
て
，
必
要
な
教
育
内
容
を
補
う
．
不
要
の
も
の
は
削
除
す
る
場
合
も
あ
る
．
３
．
普
遍
的
な
も
の
は
“
目
的
”
の
部
分
．
な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
を
教
え
る
．
目
的
の
部
分
が
家
庭
科
で
し
か
学
べ
な
い
科
学

最
低
限
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
部
分
．
４
．
目
的
を
教
え
る
に
は
，
被
服
科
学
で
解
明
さ
れ
て
い
る
概
念
を
小
学
生
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
教
え
る
．
概
念
の
確
認
は
専
門
書
，
家
政
学
事
典
，
高
校
「
家
庭
基
礎
」
教
科
書
38
暖
か
い
着
方
（冬
の
被
服
）
涼
し
い
着
方
（夏
の
被
服
）
原
則
外
気
に
対
し
て
保
温
性
を
保
つ
被
服
内
の
空
気
の
対
流
，
汗
の
蒸
発
を
促
進
す
る
材
料
肌
着
上
着
吸
湿
性
・吸
水
性
が
大
き
く
，
汗
や
汚
れ
を
吸
収
す
る
．
通
気
性
が
あ
る
も
の
．
汚
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
白
や
薄
い
色
の
も
の
，
洗
濯
に
耐
え
，
肌
触
り
が
よ
い
も
の
（綿
メ
リ
ヤ
ス
，
綿
と
合
成
繊
維
の
混
紡
メ
リ
ヤ
ス
）
／
（綿
，
綿
と
麻
の
混
紡
メ
リ
ヤ
ス
）
含
気
性
が
大
き
く
，
保
温
性
が
大
き
い
も
の
，
最
外
衣
は
通
気
性
が
小
さ
い
も
の
熱
伝
導
性
，
通
気
性
が
大
き
い
も
の
形
態
ゆ
と
り
量
面
積
開
口
被
服
の
間
に
空
気
層
を
つ
く
る
た
め
に
重
ね
着
を
す
る
の
で
，
外
側
ほ
ど
ゆ
る
や
か
な
も
の
被
服
内
の
空
気
が
対
流
し
や
す
い
よ
う
に
，
ゆ
る
や
か
な
も
の
大
き
い
ほ
う
が
よ
い
許
さ
れ
る
範
囲
で
小
さ
い
ほ
う
が
よ
い
空
気
の
出
入
り
を
防
ぐ
た
め
，
え
り
・
そ
で
口
・す
そ
は
閉
じ
た
も
の
開
口
部
を
大
き
く
す
る
色
直
射
日
光
下
で
は
色
相
に
よ
り
熱
吸
収
性
が
異
な
る
．
濃
色
・淡
色
明
度
の
低
い
も
の
は
熱
吸
収
が
大
き
い
／
明
度
の
高
い
も
の
は
熱
吸
収
が
小
さ
い
着
装
重
ね
着
内
側
に
含
気
性
の
大
き
い
も
の
，
外
側
に
通
気
性
の
小
さ
い
も
の
を
着
る
重
ね
着
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
．
薄
地
の
も
の
を
着
る
37
被
服
と
生
活
－
☆
被
服
の
材
料
何
を
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
⇒
「
快
適
な
衣
服
の
着
方
」
平
成
20
・2
1年
版
小
・中
・高
等
学
校
家
庭
科
学
習
指
導
要
領
解
説
教
科
書
（ワ
ー
ク
）
記
述
内
容
の
分
析
昭
和
31
年
度
版
小
学
校
家
庭
科
分
析
枠
組
み
月
家
庭
経
営
・住
居
水
家
族
金
被
服
・食
物
⑤
分
析
し
て
み
て
、
考
え
た
こ
と
（②
’
の
立
場
か
ら
）
42
②
な
ぜ
、
私
は
、
家
庭
科
内
容
論
を
受
講
し
て
い
る
の
か
？
③
な
ぜ
、
児
童
・生
徒
は
、
小
・中
・高
等
学
校
に
行
き
家
庭
科
を
学
ぶ
の
か
？
（Ⅰ
－
３
）
④
教
師
の
役
割
は
？
②
’
な
ぜ
、
私
は
、
家
庭
科
内
容
論
を
受
講
し
て
い
る
の
か
？
41
１
．
家
庭
科
内
容
論
の
目
的
と
本
次
の
ね
ら
い
平
成
20
・2
1年
版
小
・中
・高
等
学
校
家
庭
科
学
習
指
導
要
領
解
説
教
科
書
（ワ
ー
ク
）
記
述
内
容
の
分
析
昭
和
31
年
度
版
小
学
校
家
庭
科
分
析
枠
組
み
月
家
庭
経
営
・住
居
水
家
族
金
被
服
・食
物
①
な
ぜ
、
記
述
内
容
を
分
析
し
た
の
か
？
40
昭
和
31
年
度
小
学
校
家
庭
科
家
族
関
係
食
物
被
服
生
活
管
理
住
居
平
成
20
年
小
学
校
家
庭
科
Ａ
家
庭
生
活
と
家
族
Ｂ
日
常
の
食
事
と
調
理
の
基
礎
Ｃ
快
適
な
衣
服
と
住
ま
い
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
付
箋
分
析
１
付
箋
（教
科
書
）
少
な
い
↓
他
の
内
容
に
ま
ざ
っ
て
い
る
多
い
実
習
が
多
い
多
い
実
習
が
多
い
一
緒
に
な
っ
て
い
る
各
々
の
内
容
が
ま
と
ま
り
で
は
な
く
、
ば
ら
ば
ら
に
出
て
く
る
な
ぜ
？
多
い ↓
他
の
内
容
に
ま
ざ
っ
て
い
る
⑩
小
学
校
家
庭
科
の
各
領
域
の
内
容
の
分
析
：第
１
段
階
（Ⅳ
－
２
）
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
45
２
．
家
庭
科
の
全
体
構
成
⑧
な
ぜ
、
昭
和
３
１
年
度
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
家
庭
科
を
枠
組
み
と
し
て
使
用
し
た
の
か
？
（Ⅳ
－
１
）
平
成
20
・2
1年
版
小
・中
・高
等
学
校
家
庭
科
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
家
庭
科
全
体
構
成
の
問
題
点
（Ⅲ
）
⑨
昭
和
３
１
年
度
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
家
庭
科
を
枠
組
み
と
し
て
分
析
し
た
場
合
の
問
題
点
後
期
：上
級
英
語
で
44
な
ぜ
、
家
庭
科
内
容
論
を
家
政
教
育
学
講
座
コ
ア
・カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
盤
と
す
る
の
か
？

プ
ロ
セ
ス
１
学
校
の
教
育
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
，
各
教
科
に
お
い
て
，
学
習
指
導
要
領
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
教
科
書
に
則
り
な
が
ら
も
，
そ
れ
ら
を
越
え
て
，
子
ど
も
の
発
達
段
階
や
学
習
状
況
，
教
科
内
容
の
系
統
性
，
原
理
を
考
慮
し
て
，
ど
の
段
階
で
ど
の
よ
う
な
内
容
，
教
材
を
用
い
て
指
導
す
る
の
が
相
応
し
い
の
か
を
検
討
，
計
画
す
る

プ
ロ
セ
ス
２
全
体
の
指
導
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
指
導
案
を
作
成
し
て
実
施
し
た
後
，
授
業
を
振
り
返
り
改
善
を
行
う
（
教
科
書
教
材
の
再
構
成
，
補
充
お
よ
び
教
材
の
差
し
替
え
な
ど
を
含
む
）
文
部
科
学
省
が
大
学
卒
業
時
ま
で
に
教
員
養
成
に
対
し
て
要
求
し
て
い
る
力
⑥
家
庭
科
内
容
論
で
の
学
習
事
項
に
下
線
を
引
き
な
さ
い
⑦
プ
ロ
セ
ス
１
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
←
何
を
理
解
し
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
る
？
本
次
の
ね
ら
い
：家
庭
科
内
容
論
の
分
析
結
果
か
ら
⑦
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る4
3
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＜
小
学
校
家
庭
科
教
科
書
「
衣
生
活
」
の
問
題
点
＞
30
①
衣
生
活
学
習
は
“
わ
た
し
の
衣
生
活
を
営
む
”
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
目
標
の
は
ず
．
→
「
主
体
は
自
分
」
で
“
家
族
”
の
た
め
の
お
仕
事
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
な
い
．
家
庭
科
以
外
の
内
容
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
道
徳
？
②
*


年
版
で
は
「
製
作
」
が
柱
と
な
っ
て
お
り
，
必
要
な
内
容
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
．
→
し
か
し
、
衣
服
で
は
な
く
、
布
製
品
の
小
物
を
製
作
す
る
の
み
。
③
実
践
的
・
体
験
的
に
学
ぶ

製
作
す
る
こ
と
で
必
要
な
家
事
を
習
得
す
る
．
→
そ
の
た
め
の
教
育
内
容
を
そ
の
都
度
断
片
的
に
盛
り
込
ん
で
い
る
．
生
活
主
義
技
能
主
義
④
製
作
は
，
布
で
作
る
小
物
，
入
れ
も
の
，
お
お
う
も
の
が
題
材
．
身
に
付
け
る
衣
服
が
出
て
こ
な
い

→
衣
服
を
作
っ
て
い
な
い
の
で
，
実
践
・
体
験
で
き
て
い
な
い
．
図
工
？
廃
棄
物
？
ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
家
庭
科
の
教
育
内
容
は
，
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
で
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
S3
1年
学
習
指
導
要
領
は
「系
統
主
義
」の
考
え
方
で
内
容
編
成
さ
れ
て
い
る
．
29
平
成
20
年
学
習
指
導
要
領
は
，
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
？
ど
の
よ
う
な
編
成
で
あ
っ
て
も
，
授
業
で
は
，
子
ど
も
が
家
庭
生
活
に
関
す
る
科
学
的
認
識
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
平
成
20
年
版
は
衣
生
活
に
関
す
る
科
学
的
認
識
の
形
成
が
可
能
か
？
２
．
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
？
１
．
何
が
問
題
な
の
か
？
小
学
校
家
庭
科
被
服
領
域
分
析
結
果
の
考
察
②
考
察
量 質
順
序
性
量 質
順
序
性
28
こ
れ
が
先
生
の
仕
事
だ
よ
小
学
校
家
庭
科
被
服
領
域
分
析
結
果
の
考
察
衣
生
活
の
仕
組
み
（自
分
と
被
服
と
の
関
係
）⇒
自
分
の
衣
生
活
を
構
築
Ⅰ
．
被
服
と
生
活
Ⅱ
．
被
服
の
着
方
Ⅲ
．
被
服
の
手
入
れ
Ⅳ
．
洗
た
く
Ⅴ
．
作
り
方
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
仕
組
み
（構
造
図
）
目
な
ぜ
着
る
の
か
？
的
な
ぜ
手
入
れ
が
必
要
か
？
な
ぜ
洗
た
く
が
必
要
か
？
な
ぜ
作
る
の
か
？
方 法
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
？
ど
の
よ
う
に
手
入
れ
す
る
の
か
？
ど
の
よ
う
に
洗
た
く
す
る
の
か
？
ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
？
内
容
1.
被
服
を
着
る
目
的
被
服
の
起
源
被
服
の
形
態
2.
 被
服
の
種
類
と
材
料
3.
衣
生
活
の
課
題
資
源
・環
境
と
衣
生
活
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
被
服
4.
 衣
生
活
の
仕
組
み
と
被
服
計
画
の
必
要
性
1.
 保
健
衛
生
的
な
着
方
清
潔
な
着
方
季
節
気
温
に
合
っ
た
着
方
2.
 活
動
に
あ
っ
た
着
方
活
動
目
的
に
あ
っ
た
着
方
3.
 社
会
生
活
に
あ
っ
た
着
方
TP
O
に
あ
っ
た
着
方
自
己
を
表
現
す
る
着
方
4.
 安
全
な
着
方
着
装
と
健
康
環
境
適
応
1.
 手
入
れ
の
目
的
2.
 被
服
の
点
検
3.
 手
入
れ
の
方
法
修
繕
し
み
抜
き
収
納
4.
長
期
保
管
1.
 洗
た
く
の
目
的
2.
 洗
た
く
の
原
理
洗
た
く
の
3要
素
洗
浄
理
論
3.
 洗
た
く
の
対
象
被
洗
物
条
件
汚
れ
成
分
4.
  洗
た
く
の
方
法
湿
式
・乾
式
洗
た
く
5.
 仕
上
げ
ア
イ
ロ
ン
か
け
6.
 洗
た
く
と
環
境
水
環
境
保
全
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
1.
 被
服
構
成
の
理
論
人
体
と
被
服
構
成
運
動
と
被
服
構
成
2.
 被
服
構
成
の
方
法
立
体
構
成
平
面
構
成
縫
製
技
術
材
料
・用
具
3.
 被
服
製
作
製
作
目
的
製
作
計
画
製
作
準
備
・用
具
点
検
製
作
製
作
評
価
実
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
調
査
習
LC
A調
査
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
被
服
心
理
学
構
成
実
習
LC
A調
査
水
環
境
保
全
＜
生
産
的
行
為
の
実
習
＞
生
活
に
必
要
な
計
画
性
，
科
学
性
，
審
美
性
，
正
確
性
，
忍
耐
性
，
時
間
性
，
経
済
性
を
身
に
つ
け
る
実
＜
原
理
・法
則
の
発
見
＞
験
被
服
材
料
学
実
験
被
服
衛
生
学
実
験
被
服
材
料
学
実
験
被
服
整
理
学
実
験
被
服
整
理
学
実
験
被
服
構
成
学
実
験
33
小
学
校
Ｓ
３
１
年
度
学
習
指
導
要
領
家
庭
編
被
服
領
域
の
構
造
小
・
中
・
高
校
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
最
低
限
必
要
な
も
の
⇒
衣
生
活
の
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
る
32
１
．
な
ぜ
人
は
衣
服
を
着
る
の
か
？
現
在
の
家
庭
科
で
は
，
こ
の
答
え
を
小
学
生
は
導
け
な
い
．
２
．
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
？
衣
服
が
出
て
こ
な
い
．
種
類
，
用
途
，
素
材
．
衣
服
の
選
択
や
着
用
の
意
思
決
定
に
必
要
な
科
学
的
視
点
．
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
衣
生
活
課
題
→
環
境
適
応
例
）紫
外
線
対
策
３
．
ど
の
よ
う
な
考
え
で
衣
生
活
を
営
む
の
か
？
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
－
衣
生
活
と
資
源
・環
境
－
被
服
科
学
に
基
づ
い
た
小
学
校
家
庭
科
衣
生
活
領
域
の
教
育
内
容
解
説
31
被
服
と
生
活
－
☆
被
服
の
材
料
何
を
ど
の
よ
う
に
着
る
の
か
⇒
「
被
服
を
構
成
す
る
布
に
必
要
な
性
能
」
性
能
の
種
類
性
能
保
健
衛
生
的
性
能
保
温
性
熱
の
移
動
を
妨
げ
る
性
質
．
糸
や
布
の
組
織
に
空
気
を
多
く
含
む
も
の
は
保
温
性
が
高
く
，
あ
た
た
か
い
．
通
気
性
空
気
を
通
す
性
質
．
組
織
が
あ
ら
く
，
隙
間
の
多
い
布
は
通
気
性
が
大
き
い
．
吸
湿
性
水
蒸
気
を
吸
収
す
る
性
質
．
天
然
繊
維
な
ど
天
然
の
原
料
を
用
い
た
繊
維
は
吸
湿
性
が
高
い
．
吸
水
性
水
分
を
吸
収
す
る
性
質
．
繊
維
の
性
質
に
よ
る
が
，
繊
維
や
糸
の
間
に
空
間
の
多
い
布
は
吸
水
性
が
高
い
．
親
水
性
繊
維
／
疎
水
性
繊
維
耐
久
性
引
っ
張
り
強
度
摩
擦
強
度
引
っ
張
り
や
摩
擦
に
対
す
る
強
さ
．
糸
の
よ
り
が
強
く
，
太
く
，
厚
い
布
は
強
い
．
形
態
安
定
性
防
し
わ
性
シ
ワ
に
な
り
に
く
い
性
質
．
繊
維
の
性
質
に
よ
る
が
，
糸
が
太
く
厚
い
布
ほ
ど
防
し
わ
性
は
高
い
．
取
扱
い
に
関
す
る
性
能
染
色
堅
ろ
う
性
日
光
・汗
・摩
擦
・洗
濯
の
影
響
を
受
け
て
も
色
落
ち
し
に
く
い
性
質
．
収
縮
性
織
物
は
一
般
に
水
に
つ
か
る
と
た
て
方
向
に
縮
む
．
耐
熱
性
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
熱
に
対
す
る
影
響
を
受
け
に
く
い
性
質
．
36
被
服
と
生
活
－
被
服
の
機
能
現
代
を
生
き
る
人
々
に
必
要
な
被
服
１
）被
服
と
衣
服
JIS
-L
-0
21
5
19
84
  ／
繊
維
製
品
用
語
（衣
料
）
被
服
= 
人
体
を
覆
う
目
的
で
着
用
す
る
も
の
の
総
称
．
clo
th
in
g
衣
服
= 
か
ぶ
り
も
の
，
は
き
も
の
な
ど
を
除
い
た
被
服
．
clo
th
es
２
）被
服
の
起
源
（環
境
適
応
説
）（
人
体
装
飾
説
）（
羞
恥
説
）（
種
族
保
存
説
）（
護
符
説
）
３
）被
服
の
機
能
人
は
な
ぜ
服
を
着
る
の
か
．
．
．
自
然
環
境
に
対
す
る
人
体
の
適
応
（=
保
健
衛
生
的
な
目
的
）と
社
会
環
境
に
適
応
す
る
生
活
活
動
上
の
目
的
(1
)保
健
衛
生
上
の
目
的
①
体
温
調
節
②
身
体
保
護
③
皮
膚
の
清
潔
(汚
れ
の
吸
着
)
(2
)生
活
活
動
上
の
目
的
①
活
動
服
②
運
動
服
③
休
養
服
(3
)社
会
生
活
上
の
目
的
①
個
性
の
表
現
②
所
属
を
表
す
③
社
交
的
・儀
礼
的
な
表
現
（自
己
顕
示
）
（制
服
）
（慶
弔
服
）
35
小
学
校
中
学
校
Ⅲ
．
教
育
内
容
と
被
服
科
学
の
学
問
的
背
景
人
は
な
ぜ
被
服
を
着
る
の
か
？
（絶
対
的
需
要
）
・体
毛
消
失
に
よ
る
体
温
維
持
の
た
め
（相
対
的
需
要
）
・人
間
と
し
て
生
き
る
誇
り
(威
儀
)と
装
飾
の
た
め
人
間
は
被
服
に
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
持
た
せ
た
①
装
飾
性
②
信
仰
・魔
除
け
③
実
用
性
④
識
別
性
⑤
変
身
願
望
⑥
性
の
象
徴
⑦
羞
恥
心
⑧
祈
願
・呪
術
（衣
服
の
基
本
形
態
）
土
地
固
有
の
気
候
や
地
理
的
位
置
な
ど
の
自
然
環
境
は
そ
こ
で
居
住
す
る
人
々
の
生
活
様
式
や
精
神
，
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
自
然
環
境
へ
の
適
応
と
社
会
的
背
景
に
よ
り
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
に
適
合
し
た
衣
服
が
着
用
さ
れ
て
き
た
（民
族
服
）
気
候
風
土
に
基
づ
く
衣
服
の
基
本
形
態
の
分
類
①
体
形
型
②
腰
布
型
③
貫
頭
衣
型
④
巻
垂
型
⑤
前
開
型
Ｑ
．
日
本
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
？ 34
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⑬
分
析
枠
組
み
（被
服
領
域
）↔
平
成
２
０
・２
１
年
版
小
・中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
衣
生
活
学
習
分
析
枠
組
み
：昭
和
3
1
年
度
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
「被
服
」分
野
の
内
容
☆
印
→
な
ぜ
・S
31
に
は
×
、
H2
0に
は
○
・S
31
に
は
○
、
H2
0に
は
×
時
代
に
よ
り
変
化
？
S3
1は
、
分
析
枠
組
み
と
し
て
適
切
？
３
．
各
領
域
の
内
容
分
析
－
被
服
領
域
を
例
と
し
て
－
内
容
指
導
の
要
点
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
☆
被
服
の
材
料
被
服
生
活
の
計
画
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
活
動
に
便
利
な
着
方
整
っ
た
着
方
☆
安
全
な
着
方
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
簡
単
な
し
み
ぬ
き
あ
と
し
ま
つ
し
ま
い
方
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
仕
上
げ
の
し
か
た
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
裁
ち
方
縫
い
方
簡
単
な
手
芸
４
８
⑮
衣
生
活
学
習
の
欠
落
6
年
度
被
服
分
野
の
内
容
H2
0衣
生
活
学
習
（教
科
書
）
H2
0 小
＋
中
＝
S3
1？
51
内
容
指
導
の
要
点
小
学
校
中
学
校
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
△
○
☆
被
服
の
材
料
△
○
被
服
生
活
の
計
画
×
○
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
△
○
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
△
△
活
動
に
便
利
な
着
方
○
×
整
っ
た
着
方
×
○
☆
安
全
な
着
方
×
×
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
△
△
簡
単
な
し
み
ぬ
き
×
○
あ
と
し
ま
つ
△
○
し
ま
い
方
△
△
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
△
△
仕
上
げ
の
し
か
た
○
○
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
○
○
裁
ち
方
○
△
縫
い
方
○
○
簡
単
な
手
芸
×
×
51
昭
和
３
１
年
度
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
家
庭
科
食
物
分
野
平
成
２
０
年
小
学
校
家
庭
科
内
容
指
導
の
要
点
教
科
書
（東
京
書
籍
）
食
生
活
学
習
食
事
の
支
度
と
後
片
づ
け
調
理
・日
常
食
の
簡
単
な
調
理
が
で
き
る
。
・ご
飯
は
、
米
を
洗
う
→
水
を
量
る
・吸
水
さ
せ
る
→
た
く
・む
ら
す
→
盛
り
つ
け
る
・試
食
す
る
→
か
た
づ
け
る
、
と
い
う
順
序
で
調
理
す
る
。
・み
そ
汁
は
、
だ
し
を
準
備
す
る
→
下
準
備
す
る
→
だ
し
を
と
る
→
材
料
を
に
る
→
み
そ
を
加
え
る
→
盛
り
つ
け
る
・試
食
す
る
→
か
た
づ
け
る
、
と
い
う
順
序
で
調
理
す
る
。
・食
品
の
洗
い
方
，
切
り
方
，
加
熱
の
し
方
，
味
の
つ
け
方
，
盛
り
つ
け
方
の
基
礎
が
で
き
る
。
・米
は
、
軽
く
か
き
混
ぜ
な
が
ら
、
３
回
ぐ
ら
い
水
を
か
え
て
洗
う
。
・米
の
加
熱
の
し
方
は
、
ふ
っ
と
う
す
る
ま
で
中
火
～
強
火
（約
８
～
10
分
）→
ふ
き
こ
ぼ
れ
な
い
程
度
に
火
を
弱
め
る
（約
２
～
３
分
）→
水
が
引
い
た
ら
弱
火
（約
12
～
15
分
）→
火
を
消
し
て
む
ら
す
（約
10
分
間
）で
あ
る
。
・み
そ
汁
の
味
の
つ
け
方
は
、
み
そ
の
風
味
を
大
切
に
す
る
た
め
、
み
そ
を
入
れ
た
ら
に
た
て
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
・み
そ
汁
は
、
玉
じ
ゃ
く
し
で
軽
く
か
き
混
ぜ
て
か
ら
、
わ
ん
に
盛
り
つ
け
る
。
気
づ
き
54
平
成
20
年
小
学
校
家
庭
科
Ａ
家
庭
生
活
と
家
族
Ｂ
日
常
の
食
事
と
調
理
の
基
礎
Ｃ
快
適
な
衣
服
と
住
ま
い
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
（教
科
書
）
平
成
20
年
中
学
校
家
庭
科
Ａ
家
族
・家
庭
と
子
ど
も
の
発
達
Ｂ
食
生
活
と
自
立
Ｃ
衣
生
活
・住
生
活
と
自
立
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
（教
科
書
）
家
庭
科
全
体
の
内
容
編
成
（学
習
指
導
要
領
）
（学
習
指
導
要
領
）
≠＝
な
ぜ
？
→
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
⑫
⑩
⑪
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
47
⑭
衣
生
活
学
習
の
順
序
性
6
年
度
被
服
分
野
の
内
容
人
間
↔
被
服
被
服
学
習
の
目
的
ǁ
方
法
原
理
衣 生 活 を 営 む 意 思 決 定 順
Ｈ
２
０
小
学
校
中
学
校
な
ぜ
？
→
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
50
内
容
指
導
の
要
点
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
☆
被
服
の
材
料
被
服
生
活
の
計
画
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
活
動
に
便
利
な
着
方
整
っ
た
着
方
☆
安
全
な
着
方
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
簡
単
な
し
み
ぬ
き
あ
と
し
ま
つ
し
ま
い
方
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
仕
上
げ
の
し
か
た
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
裁
ち
方
縫
い
方
簡
単
な
手
芸
種
類
特
徴
性
質
せ
っ
け
ん
冷
水
に
と
け
に
く
い
。
綿
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
に
適
し
て
い
る
。
弱
ア
ル
カ
リ
性
合
成
洗
剤
冷
水
で
も
と
け
る
。
絹
や
毛
に
適
し
て
い
る
。
中
性
繊
維
の
種
類
Ａ
Ｂ
Ｃ
適
す
る
洗
剤
Ｄ
そ
の
他
の
特
徴
天 然 繊 維
植
物
繊
維
綿
◎
△
◎
弱
ア
ル
カ
リ
性
高
・水
を
よ
く
吸
う
。
動
物
繊
維
毛
○
◎
◎
中
性
中
・水
の
中
で
も
む
と
縮
む
。
・虫
の
害
を
受
け
る
。
絹
△
△
◎
中
性
中
・光
沢
が
あ
る
。
化 学 繊 維
合
成
繊
維
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
◎
◎
△
弱
ア
ル
カ
リ
性
中
・縮
ま
な
い
。
・乾
き
が
速
い
。
・熱
水
中
で
つ
い
た
し
わ
が
取
れ
に
く
い
。
・汚
れ
が
再
び
付
き
や
す
い
。
ナ
イ
ロ
ン
◎
◎
△
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
ア
ク
リ
ル
◎
◎
△
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
Ａ
：ぬ
れ
た
時
の
強
度
Ｂ
：防
し
わ
性
Ｃ
：吸
湿
性
Ｄ
：ア
イ
ロ
ン
の
温
度
表
繊
維
の
種
類
と
手
入
れ
に
か
か
わ
る
性
質
洗
剤
の
種
類
と
特
徴
小
学
校
中
学
校
気
づ
き
53
昭
和
31
年
度
小
学
校
家
庭
科
家
族
関
係
食
物
被
服
生
活
管
理
住
居
平
成
20
年
中
学
校
家
庭
科
Ａ
家
族
・家
庭
と
子
ど
も
の
発
達
Ｂ
食
生
活
と
自
立
Ｃ
衣
生
活
・住
生
活
と
自
立
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
付
箋
分
析
１
付
箋
（教
科
書
）
な
ぜ
？
×
⑪
中
学
校
家
庭
科
の
各
領
域
の
内
容
の
分
析
：第
１
段
階
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
46
１
年
次
後
期
：
「
家
族
と
く
ら
し
」
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
科
教
科
書
（科
学
主
義
）
49
家
庭
科
全
体
・各
領
域
の
内
容
の
分
析
枠
組
み
の
検
討
わ
が
国
S3
1年
度
米
国
19
85
年
・ど
ち
ら
が
適
切
？
・ど
ち
ら
も
×
↓
新
し
い
適
切
な
枠
組
み
の
作
成
→
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
昭
和
3
1年
度
平
成
2
0年
内
容
指
導
の
要
点
小
学
校
中
学
校
洗
濯
の
し
か
た
Ａ
：洗
た
く
の
必
要
が
わ
か
り
、
簡
単
な
も
の
は
自
分
で
洗
濯
し
よ
う
と
す
る
。
①
衣
服
は
、
汚
れ
る
と
汗
や
汚
れ
を
吸
い
取
り
に
く
く
な
る
。
②
衣
服
は
汚
れ
る
と
着
心
地
も
悪
く
な
る
。
③
衣
服
を
気
持
ち
よ
く
着
た
り
、
長
く
利
用
し
た
り
す
る
た
め
に
手
入
れ
や
洗
濯
を
す
る
。
⑥
衣
服
は
着
て
い
る
う
ち
に
、
汚
れ
が
付
い
た
り
、
ほ
こ
ろ
び
や
し
わ
が
生
じ
た
り
す
る
。
⑦
汚
れ
を
放
置
す
る
と
し
み
に
な
る
な
ど
、
見
て
わ
か
る
品
質
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。
⑧
汚
れ
を
放
置
す
る
と
保
温
性
、
吸
水
性
、
強
度
な
ど
の
布
の
性
能
が
低
下
す
る
。
⑨
（汚
れ
を
放
置
し
て
）虫
が
つ
い
た
り
、
カ
ビ
が
生
え
た
り
す
る
と
、
衛
生
上
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
⑩
衣
服
を
な
る
べ
く
長
く
着
ら
れ
る
よ
う
に
適
切
な
手
入
れ
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｂ
：布
地
の
種
類
に
よ
っ
て
、
用
い
る
石
鹸
や
、
そ
の
他
の
洗
剤
の
区
別
が
わ
か
る
。
④
洗
濯
の
仕
方
は
、
布
の
種
類
の
表
示
や
取
り
扱
い
絵
表
示
を
見
て
、
汚
れ
の
程
度
を
考
え
て
決
め
る
。
※
別
ス
ラ
イ
ド
⑪
衣
服
に
用
い
ら
れ
て
い
る
繊
維
の
種
類
や
布
の
性
質
に
応
じ
た
適
切
な
手
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。
※
別
ス
ラ
イ
ド
Ｃ
：簡
単
な
洗
濯
が
で
き
る
。
⑤
洗
い
方
に
は
、
電
気
洗
濯
機
、
手
洗
い
に
よ
る
方
法
が
あ
る
。
⑫
洗
濯
に
は
、
洗
濯
機
に
よ
る
洗
濯
の
ほ
か
、
手
洗
い
や
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。
「洗
濯
の
し
か
た
」に
関
す
る
知
識
52
⑯
衣
生
活
学
習
の
内
容
気
づ
き
岡山大学教育学部家政教育講座における「中等家庭科内容論」の実践と「教科内容構成力」の育成
− 77 −
「
中
等
家
庭
科
内
容
論
（
被
服
領
域
）
」
ま
と
め
57
教
科
Ⅰ
教
科
Ⅱ
教
科
Ⅲ
教
科
Ⅳ
教
科
の
教
育
内
容
概
論
教
科
の
背
景
と
な
る
学
問
概
論
教
科
内
容
開
発
論
選
択
科
目
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
規
定
さ
れ
て
い
る
教
科
の
指
導
・
学
習
内
容
を
外
観
し
、
構
造
的
に
整
理
す
る
と
共
に
、
そ
の
教
科
内
容
を
指
導
す
る
際
に
必
要
な
知
識
や
理
論
、
実
験
等
の
技
能
の
基
礎
基
本
に
つ
い
て
指
導
す
る
。
各
教
科
で
、
４
～
８
単
位
の
履
修
を
標
準
と
す
る
。
中
学
校
に
お
け
る
教
科
指
導
に
必
要
な
、
各
教
科
の
背
景
に
あ
る
諸
学
問
の
一
般
的
か
つ
包
括
的
内
容
に
つ
い
て
指
導
す
る
。
教
員
免
許
法
が
要
請
す
る
教
科
に
関
す
る
専
門
科
目
群
に
基
づ
い
て
開
講
す
る
。
各
教
科
で
、
免
許
法
に
基
づ
い
て
開
講
し
、
教
科
Ⅰ
と
あ
わ
せ
て
2
0
単
位
と
す
る
。
教
育
実
習
や
体
験
的
授
業
科
目
な
ど
で
の
学
生
の
授
業
実
践
と
結
び
つ
け
て
、
よ
り
実
践
的
な
教
育
内
容
研
究
を
行
っ
た
り
、
今
日
求
め
ら
れ
る
新
し
い
教
科
内
容
を
学
生
・教
官
が
共
同
開
発
す
る
。
「教
科
専
門
と
教
科
教
育
法
の
融
合
科
目
」と
い
う
性
格
を
も
つ
。
各
教
科
で
３
～
５
程
度
開
講
し
、
４
単
位
文
の
履
修
を
本
学
部
の
卒
業
要
件
と
す
る
。
高
等
学
校
教
諭
免
許
の
取
得
や
卒
業
研
究
に
必
要
な
科
目
で
あ
る
。
な
お
、
総
合
大
学
の
教
員
養
成
学
部
に
ふ
さ
わ
し
く
、
他
学
部
の
開
設
科
目
も
卒
業
単
位
と
し
て
認
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
・中
等
家
庭
科
内
容
論
（被
服
領
域
）
・衣
生
活
論
・初
等
家
庭
科
内
容
開
発
（被
服
領
域
）
・中
等
家
庭
科
内
容
開
発
（被
服
領
域
）
・被
服
科
学
Ａ
・被
服
科
学
Ｂ
・被
服
科
学
Ｃ
・被
服
構
成
の
理
論
と
実
習
・生
活
科
学
演
習
（衣
生
活
）
家
庭
科
担
当
教
員
に
な
る
た
め
の
被
服
学
専
門
講
義
・
実
験
・
実
習
・
演
習
「学
問
の
方
法
」（
被
服
） 60
内
容
指
導
の
要
点
小
学
校
中
学
校
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
△
○
☆
被
服
の
材
料
△
○
被
服
生
活
の
計
画
×
○
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
△
○
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
△
△
活
動
に
便
利
な
着
方
○
×
整
っ
た
着
方
×
○
☆
安
全
な
着
方
×
×
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
△
△
簡
単
な
し
み
ぬ
き
×
○
あ
と
し
ま
つ
△
○
し
ま
い
方
△
△
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
△
△
仕
上
げ
の
し
か
た
○
○
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
○
○
裁
ち
方
○
△
縫
い
方
○
○
簡
単
な
手
芸
×
×
衣
生
活
学
習
の
内
容 6
年
度
被
服
分
野
の
内
容
H2
0衣
生
活
学
習
（教
科
書
）
教
科
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
知
識
は
、
適
切
？
↓
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
？
ね
ら
い
：衣
生
活
に
関
す
る
科
学
的
な
認
識
の
形
成
↑
原
理
：被
服
学
に
基
づ
く
法
則
理
論
の
系
統
的
学
習
被
服
領
域
の
学
習
56
56
内
容
被
服
学
の
体
系
教
科
Ⅱ
「
衣
生
活
論
」
教
科
Ⅳ
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
起
源
論
・
目
的
論
・
服
飾
史
環
境
論
・
生
活
論
・
教
育
論

被
服
の
機
能
「
被
服
科
学
Ａ
」

年
後
期
)※
実
験
「
被
服
科
学
Ｃ
」

年
前
期
)※
実
験
☆
被
服
の
材
料
と
構
造
被
服
材
料
学
・
被
服
材
料
工
学
・
繊
維
産
業
論

被
服
素
材
繊
維
・
糸
・
布
・
加
工
と
性
能
被
服
生
活
の
計
画
被
服
消
費
科
学
・
被
服
類
別
論
・
被
服
形
態
学
・
被
服
経
済
学
・
被
服
商
品
学
・

被
服
の
種
類
と
構
成
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
被
服
消
費
科
学

資
源
・
環
境
と
被
服
「
被
服
科
学
Ａ
」
「
被
服
科
学
Ｂ
」
「
被
服
科
学
Ｃ
」
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
被
服
衛
生
学

被
服
に
よ
る
健
康
の
維
持

温
熱
環
境
と
被
服

被
服
の
水
分
移
動
特
性

皮
膚
に
や
さ
し
い
被
服
活
動
に
便
利
な
着
方
被
服
衛
生
学
・
被
服
人
間
工
学
・
被
服
気
候
学
整
っ
た
着
方
被
服
心
理
学
・
服
装
社
会
学
・
服
飾
流
行
論

社
会
生
活
と
被
服

被
服
の
役
割

被
服
と
他
者

被
服
と
社
会
「
被
服
科
学
Ｃ
」
（
年
前
期
）
※
実
験
☆
安
全
な
着
方
被
服
衛
生
学
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
被
服
構
成
学
・
被
服
管
理
学

快
適
な
衣
生
活
の
維
持

被
服
管
理
の
必
要
性

被
服
の
汚
れ
と
洗
浄

着
用
に
よ
る
被
服
の
外
観
・
形
態
の
変
化
「
被
服
科
学
Ｂ
」

年
前
期
)※
実
験
簡
単
な
し
み
ぬ
き
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
あ
と
し
ま
つ
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
し
ま
い
方
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
被
服
管
理
学
・
被
服
整
理
学
仕
上
げ
の
し
か
た
被
服
管
理
学
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
被
服
構
成
学
・
服
飾
意
匠
学
・
服
飾
色
彩
学
・
被
服
機
構
学
「
生
活
科
学
演
習
衣
生
活
」

年
前
期

「
被
服
構
成
の
理
論
と
実
習
」

年
後
期

用
途
と
材
料
被
服
構
成
学
・
被
服
材
料
学
裁
ち
方
被
服
構
成
学
・
被
服
工
学
縫
い
方
被
服
構
成
学
・
被
服
工
学
簡
単
な
手
芸
服
飾
工
芸
・
被
服
工
芸
論
1
～
4
年
生
で
学
ぶ
被
服
科
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
係
を
確
認
す
る
⇒
小
中
高
の
指
導
内
容
の
背
後
に
あ
る
科
学
を
理
解
す
る 59
同
じ
家
庭
生
活
の
事
象
（e
x.洗
濯
の
仕
方
・調
理
）に
関
す
る
知
識
で
も
・小
学
校
よ
り
中
学
校
の
方
が
、
数
が
増
え
る
。
・小
学
校
よ
り
中
学
校
の
方
が
、
説
明
が
よ
り
科
学
的
に
な
る
。
系
統
性
？
・知
識
に
は
、
種
類
が
あ
る
？
→
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
⑰
教
科
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
知
識
は
適
切
？
→
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
？
・小
学
校
「家
族
の
た
め
に
…
」が
中
学
校
で
は
な
く
な
り
、
良
く
な
っ
た
。
・中
学
校
で
は
、
衣
生
活
を
営
む
主
体
が
自
分
に
な
っ
て
い
る
。
→
教
科
目
標
と
関
係↑
１
年
後
期
家
政
学
と
家
庭
科
教
育
↑
55
小
・
中
・
高
等
学
校
衣
生
活
学
習
の
系
統
表
S3
1年
構
成
概
念
小
学
校
学
習
指
一
般
原
理
導
要
領
概
念
小
学
校
H2
0概
念
中
学
校
H2
0概
念
高
校
「家
庭
総
合
」
H2
3概
念
被
服
科
学
法
則
・理
論
学
習
指
導
要
領
教
科
目
標
学
習
指
導
要
領
教
科
・分
野
目
標
学
習
指
導
要
領
教
科
・科
目
目
標
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
☆
被
服
の
材
料
と
構
造
被
服
生
活
の
計
画
☆
被
服
の
資
源
環
境
1 2
衣
類
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
活
動
に
便
利
な
着
方
整
っ
た
着
方
☆
安
全
な
着
方
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
か
ん
た
ん
な
し
み
抜
き
あ
と
し
ま
つ
し
ま
い
方
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
仕
上
げ
の
し
か
た
3
5
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
裁
ち
方
縫
い
方
簡
単
な
手
芸
☆
（変
遷
論
）
和
服
の
文
化
58
教
科
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
知
識
は
、
適
切
？
↓
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
？
ね
ら
い
：衣
生
活
に
関
す
る
科
学
的
な
認
識
の
形
成
↑
原
理
：被
服
学
に
基
づ
く
法
則
理
論
の
系
統
的
学
習
被
服
領
域
の
学
習
後
期
専
門
科
目
「衣
生
活
論
」で
は
，
中
等
家
庭
科
内
容
論
(被
服
領
域
)で
作
成
し
た
分
析
表
に
基
づ
い
て
，
小
・中
・高
等
学
校
の
教
育
内
容
の
基
盤
と
な
る
被
服
学
の
基
礎
科
学
を
学
ぶ
。
（家
庭
科
の
学
習
者
＝
児
童
・生
徒
は
，
小
・中
・高
の
被
服
の
学
習
で
，
「何
を
」「
ど
の
順
番
で
」学
べ
ば
よ
い
の
か
？
）
「学
問
の
方
法
」
家
政
教
育
講
座
コ
ア
・カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（一
部
）
家
庭
科
教
育
法
・家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
開
発
「家
族
と
く
ら
し
」
「教
職
実
践
演
習
」
「教
育
実
習
」
・小
・中
・高
等
学
校
衣
生
活
学
習
（被
服
学
に
基
づ
く
法
則
・理
論
の
系
統
的
学
習
）：
一
覧
表
の
完
成
・家
庭
科
衣
生
活
学
習
の
目
的
を
達
成
す
る
授
業
構
成
を
検
討
・よ
り
普
遍
的
な
衣
生
活
学
習
の
分
析
枠
組
み
・分
析
方
法
を
研
究
（全
領
域
の
学
習
を
総
合
し
て
）
・家
庭
科
の
目
的
を
達
成
す
る
内
容
編
成
・授
業
構
成
論
理
を
獲
得
・よ
り
普
遍
的
な
家
庭
科
の
学
習
内
容
の
分
析
枠
組
み
・分
析
方
法
を
研
究
初
等
61
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⑬
分
析
枠
組
み
（被
服
領
域
）↔
平
成
２
０
・２
１
年
版
小
・中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
衣
生
活
学
習
分
析
枠
組
み
：昭
和
3
1
年
度
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
「被
服
」分
野
の
内
容
☆
印
→
な
ぜ
・S
31
に
は
×
、
H2
0に
は
○
・S
31
に
は
○
、
H2
0に
は
×
時
代
に
よ
り
変
化
？
S3
1は
、
分
析
枠
組
み
と
し
て
適
切
？
３
．
各
領
域
の
内
容
分
析
－
被
服
領
域
を
例
と
し
て
－
内
容
指
導
の
要
点
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
☆
被
服
の
材
料
被
服
生
活
の
計
画
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
活
動
に
便
利
な
着
方
整
っ
た
着
方
☆
安
全
な
着
方
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
簡
単
な
し
み
ぬ
き
あ
と
し
ま
つ
し
ま
い
方
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
仕
上
げ
の
し
か
た
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
裁
ち
方
縫
い
方
簡
単
な
手
芸
４
８
⑮
衣
生
活
学
習
の
欠
落
6
年
度
被
服
分
野
の
内
容
H2
0衣
生
活
学
習
（教
科
書
）
H2
0 小
＋
中
＝
S3
1？
51
内
容
指
導
の
要
点
小
学
校
中
学
校
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
△
○
☆
被
服
の
材
料
△
○
被
服
生
活
の
計
画
×
○
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
△
○
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
△
△
活
動
に
便
利
な
着
方
○
×
整
っ
た
着
方
×
○
☆
安
全
な
着
方
×
×
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
△
△
簡
単
な
し
み
ぬ
き
×
○
あ
と
し
ま
つ
△
○
し
ま
い
方
△
△
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
△
△
仕
上
げ
の
し
か
た
○
○
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
○
○
裁
ち
方
○
△
縫
い
方
○
○
簡
単
な
手
芸
×
×
51
昭
和
３
１
年
度
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
家
庭
科
食
物
分
野
平
成
２
０
年
小
学
校
家
庭
科
内
容
指
導
の
要
点
教
科
書
（東
京
書
籍
）
食
生
活
学
習
食
事
の
支
度
と
後
片
づ
け
調
理
・日
常
食
の
簡
単
な
調
理
が
で
き
る
。
・ご
飯
は
、
米
を
洗
う
→
水
を
量
る
・吸
水
さ
せ
る
→
た
く
・む
ら
す
→
盛
り
つ
け
る
・試
食
す
る
→
か
た
づ
け
る
、
と
い
う
順
序
で
調
理
す
る
。
・み
そ
汁
は
、
だ
し
を
準
備
す
る
→
下
準
備
す
る
→
だ
し
を
と
る
→
材
料
を
に
る
→
み
そ
を
加
え
る
→
盛
り
つ
け
る
・試
食
す
る
→
か
た
づ
け
る
、
と
い
う
順
序
で
調
理
す
る
。
・食
品
の
洗
い
方
，
切
り
方
，
加
熱
の
し
方
，
味
の
つ
け
方
，
盛
り
つ
け
方
の
基
礎
が
で
き
る
。
・米
は
、
軽
く
か
き
混
ぜ
な
が
ら
、
３
回
ぐ
ら
い
水
を
か
え
て
洗
う
。
・米
の
加
熱
の
し
方
は
、
ふ
っ
と
う
す
る
ま
で
中
火
～
強
火
（約
８
～
10
分
）→
ふ
き
こ
ぼ
れ
な
い
程
度
に
火
を
弱
め
る
（約
２
～
３
分
）→
水
が
引
い
た
ら
弱
火
（約
12
～
15
分
）→
火
を
消
し
て
む
ら
す
（約
10
分
間
）で
あ
る
。
・み
そ
汁
の
味
の
つ
け
方
は
、
み
そ
の
風
味
を
大
切
に
す
る
た
め
、
み
そ
を
入
れ
た
ら
に
た
て
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
・み
そ
汁
は
、
玉
じ
ゃ
く
し
で
軽
く
か
き
混
ぜ
て
か
ら
、
わ
ん
に
盛
り
つ
け
る
。
気
づ
き
54
平
成
20
年
小
学
校
家
庭
科
Ａ
家
庭
生
活
と
家
族
Ｂ
日
常
の
食
事
と
調
理
の
基
礎
Ｃ
快
適
な
衣
服
と
住
ま
い
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
（教
科
書
）
平
成
20
年
中
学
校
家
庭
科
Ａ
家
族
・家
庭
と
子
ど
も
の
発
達
Ｂ
食
生
活
と
自
立
Ｃ
衣
生
活
・住
生
活
と
自
立
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
（教
科
書
）
家
庭
科
全
体
の
内
容
編
成
（学
習
指
導
要
領
）
（学
習
指
導
要
領
）
≠＝
な
ぜ
？
→
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
⑫
⑩
⑪
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
47
⑭
衣
生
活
学
習
の
順
序
性
6
年
度
被
服
分
野
の
内
容
人
間
↔
被
服
被
服
学
習
の
目
的
ǁ
方
法
原
理
衣 生 活 を 営 む 意 思 決 定 順
Ｈ
２
０
小
学
校
中
学
校
な
ぜ
？
→
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
50
内
容
指
導
の
要
点
被
服
と
生
活
被
服
の
機
能
☆
被
服
の
材
料
被
服
生
活
の
計
画
☆
被
服
の
資
源
と
環
境
被
服
の
着
方
衛
生
的
な
着
方
活
動
に
便
利
な
着
方
整
っ
た
着
方
☆
安
全
な
着
方
手
入
れ
と
保
存
つ
く
ろ
い
の
し
か
た
簡
単
な
し
み
ぬ
き
あ
と
し
ま
つ
し
ま
い
方
洗
た
く
洗
た
く
の
し
か
た
仕
上
げ
の
し
か
た
作
り
方
☆
製
作
計
画
と
手
順
用
途
と
材
料
裁
ち
方
縫
い
方
簡
単
な
手
芸
種
類
特
徴
性
質
せ
っ
け
ん
冷
水
に
と
け
に
く
い
。
綿
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
に
適
し
て
い
る
。
弱
ア
ル
カ
リ
性
合
成
洗
剤
冷
水
で
も
と
け
る
。
絹
や
毛
に
適
し
て
い
る
。
中
性
繊
維
の
種
類
Ａ
Ｂ
Ｃ
適
す
る
洗
剤
Ｄ
そ
の
他
の
特
徴
天 然 繊 維
植
物
繊
維
綿
◎
△
◎
弱
ア
ル
カ
リ
性
高
・水
を
よ
く
吸
う
。
動
物
繊
維
毛
○
◎
◎
中
性
中
・水
の
中
で
も
む
と
縮
む
。
・虫
の
害
を
受
け
る
。
絹
△
△
◎
中
性
中
・光
沢
が
あ
る
。
化 学 繊 維
合
成
繊
維
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
◎
◎
△
弱
ア
ル
カ
リ
性
中
・縮
ま
な
い
。
・乾
き
が
速
い
。
・熱
水
中
で
つ
い
た
し
わ
が
取
れ
に
く
い
。
・汚
れ
が
再
び
付
き
や
す
い
。
ナ
イ
ロ
ン
◎
◎
△
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
ア
ク
リ
ル
◎
◎
△
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
Ａ
：ぬ
れ
た
時
の
強
度
Ｂ
：防
し
わ
性
Ｃ
：吸
湿
性
Ｄ
：ア
イ
ロ
ン
の
温
度
表
繊
維
の
種
類
と
手
入
れ
に
か
か
わ
る
性
質
洗
剤
の
種
類
と
特
徴
小
学
校
中
学
校
気
づ
き
53
昭
和
31
年
度
小
学
校
家
庭
科
家
族
関
係
食
物
被
服
生
活
管
理
住
居
平
成
20
年
中
学
校
家
庭
科
Ａ
家
族
・家
庭
と
子
ど
も
の
発
達
Ｂ
食
生
活
と
自
立
Ｃ
衣
生
活
・住
生
活
と
自
立
Ｄ
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
付
箋
分
析
１
付
箋
（教
科
書
）
な
ぜ
？
×
⑪
中
学
校
家
庭
科
の
各
領
域
の
内
容
の
分
析
：第
１
段
階
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
46
１
年
次
後
期
：
「
家
族
と
く
ら
し
」
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
科
教
科
書
（科
学
主
義
）
49
家
庭
科
全
体
・各
領
域
の
内
容
の
分
析
枠
組
み
の
検
討
わ
が
国
S3
1年
度
米
国
19
85
年
・ど
ち
ら
が
適
切
？
・ど
ち
ら
も
×
↓
新
し
い
適
切
な
枠
組
み
の
作
成
→
２
年
家
庭
科
授
業
研
究
家
庭
科
指
導
法
昭
和
3
1年
度
平
成
2
0年
内
容
指
導
の
要
点
小
学
校
中
学
校
洗
濯
の
し
か
た
Ａ
：洗
た
く
の
必
要
が
わ
か
り
、
簡
単
な
も
の
は
自
分
で
洗
濯
し
よ
う
と
す
る
。
①
衣
服
は
、
汚
れ
る
と
汗
や
汚
れ
を
吸
い
取
り
に
く
く
な
る
。
②
衣
服
は
汚
れ
る
と
着
心
地
も
悪
く
な
る
。
③
衣
服
を
気
持
ち
よ
く
着
た
り
、
長
く
利
用
し
た
り
す
る
た
め
に
手
入
れ
や
洗
濯
を
す
る
。
⑥
衣
服
は
着
て
い
る
う
ち
に
、
汚
れ
が
付
い
た
り
、
ほ
こ
ろ
び
や
し
わ
が
生
じ
た
り
す
る
。
⑦
汚
れ
を
放
置
す
る
と
し
み
に
な
る
な
ど
、
見
て
わ
か
る
品
質
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。
⑧
汚
れ
を
放
置
す
る
と
保
温
性
、
吸
水
性
、
強
度
な
ど
の
布
の
性
能
が
低
下
す
る
。
⑨
（汚
れ
を
放
置
し
て
）虫
が
つ
い
た
り
、
カ
ビ
が
生
え
た
り
す
る
と
、
衛
生
上
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
⑩
衣
服
を
な
る
べ
く
長
く
着
ら
れ
る
よ
う
に
適
切
な
手
入
れ
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｂ
：布
地
の
種
類
に
よ
っ
て
、
用
い
る
石
鹸
や
、
そ
の
他
の
洗
剤
の
区
別
が
わ
か
る
。
④
洗
濯
の
仕
方
は
、
布
の
種
類
の
表
示
や
取
り
扱
い
絵
表
示
を
見
て
、
汚
れ
の
程
度
を
考
え
て
決
め
る
。
※
別
ス
ラ
イ
ド
⑪
衣
服
に
用
い
ら
れ
て
い
る
繊
維
の
種
類
や
布
の
性
質
に
応
じ
た
適
切
な
手
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。
※
別
ス
ラ
イ
ド
Ｃ
：簡
単
な
洗
濯
が
で
き
る
。
⑤
洗
い
方
に
は
、
電
気
洗
濯
機
、
手
洗
い
に
よ
る
方
法
が
あ
る
。
⑫
洗
濯
に
は
、
洗
濯
機
に
よ
る
洗
濯
の
ほ
か
、
手
洗
い
や
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。
「洗
濯
の
し
か
た
」に
関
す
る
知
識
52
⑯
衣
生
活
学
習
の
内
容
気
づ
き
